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第一章












　――薔薇の咲き誇る庭を、小さな誰かがわたしの手を引いて走っている。低い視界と引かれている自分の手の大きさから察するに、わたし自身も子どもなのに違いない。

　前を走る誰かは肩ほどの長さの艶やかな黒髪をなびかせ、ドレスの裾が翻るのも気にせず楽しそうに石畳を駆け抜ける。元気そのものといったその姿を見て、何故か無性に嬉しくなった。

（よかった、――の病気は治ったのね）

　けれど、同時に寂しさも襲ってくる。病気が治ったら彼女はもう遠くへ行ってしまう。不思議とそんな予感がした。

「ねえ、ロゼリア」

　ふと、彼女が足を止めて振り向く。顔はなんだかもやがかったように曖昧だったが彼女が微笑んでいるのは分かった。

「プレゼントがあるの。目を閉じて」

　小さく頷き、言われるまま目を閉じる。すると彼女が自分の隣に来る気配がして、何かが軽く髪に触れた。

「なあに？」

「もう少し待って。……うん、いいよ」

　目を開いたわたしに、彼女は嬉しそうに笑って手鏡を差し出してくれた。不思議に思いながら手鏡を覗くと、頭の横に小さな髪飾りがついているのが見えた。花を模した形の金色のそれは陽光を反射させてきらきらと輝いている。

「綺麗……」

「気に入ってくれた？　ロゼリアに似合うと思って選んだの。……お別れになる前に、思い出に残るものをあげたくて」

　お別れ。その言葉を聞いた途端、涙が滲んで鏡を覗く視界が潤んだ。やっぱり、病気が治ったから彼女はもういなくなってしまうのだ。思わずしゃがみこんだわたしの頭を、優しい彼女の手がそっと撫でてくれる。

「ごめんね。でも、もっと大きくなったら。二人とも大人になったら、その時は――」

　穏やかな声がだんだんと遠くなる。その続きを――彼女は何と言っていただろうか。






　　　　　＊　＊　＊






「……っ」

　がたん、と全身が揺れるほどの大きな揺れにロゼリアははっと目を覚ました。

　まだ眠りから意識が戻りきらないまま周囲を見回して、いつもの自室とは違う光景にぼんやりと目を瞬かせる。

（……？　わたし、どうして馬車の中にいるのかしら）

　困惑しながら馬車に取り付けられた窓のカーテンを開き、外に広がる風景を見てその理由を思い出した。

「ああ……そうだ、今日から学園に行くんだった」

　国境付近にある故郷を出発したのはもう昨日の昼だ。途中で一晩宿を取り、まだ夜も明けきらない朝に再び出発して早数時間、うたた寝をしてしまっている間に外の様子は大分変化していた。窓から見える風景はこれまで住んでいた田園地方とは違い、多くの人と瀟洒しょうしゃな建物に溢れている。そして少し奥に見える高台の上には殊更目立つ大きな建築物がある。恐らくはあれが今向かっている目的地、王立おうりつ学園なのだろう。

　この国では貴族の子どもたちは十六歳を迎える年には必ず王立学園に入学し、将来国や領土を担う者として二年間の教育を受けなければならない決まりだ。中央貴族、地方貴族に関わらずこの学園に入学することになるため、ロゼリアのように遠方に住む者用の学園寮も完備されている。高名な教育者たちによる質の高い教育と行き届いた設備にほとんどの生徒はこの学園への入学を心待ちにしていたが、ロゼリアはといえばあまり気が進んではいなかった。

（……気が重い）

　これまではできるだけ屋敷から出ず、人と会わずにいることもできた。けれどこれから二年間は同年代の人たちと朝から晩まで生活を共にしていかなければならない。そのことを思うと胸の奥が重く塞がる心地になる。さらに、気の進まない理由は他にもあった。

「あの方にも……当然お会いするわよね」

　一つ年上の〝彼〟は昨年既に入学している。つまり、彼が卒業するまでのこの一年間は同じ空間で生活をするということだ。

　憂鬱さに深くため息をついた時、馬車の揺れが止んだ。どうやら目的地に着いたらしい。立派な青銅の門がゆっくりと開かれ、馬車は再び進みだす。木々に囲まれた長い一本道の先には先ほどの大きな建物が見えた。

　しばらくそのまま進み、やがて馬車がまた停止する。ドアが開き、もう一台の馬車に荷物と一緒に乗っていたメイドのシエラが顔を覗かせる。

「お嬢様、到着しましたよ。こちらがこれからお住まいになる寮だそうです」

　いつもと変わらない快活な笑顔を見て少し気持ちが明るくなる。幼い頃から仕えてくれている彼女は、年が五歳ほどしか離れていないためかロゼリアにとっては使用人というよりも頼れる姉のような存在だ。

　馬車を降りると他にも数台の馬車が停まっていた。ロゼリアと同じく入寮するために地方からやってきたのだろう、華やかなドレスを着た令嬢たちが楽しそうに会話をしていたが、ロゼリアと視線が合った途端ぴたりと口を閉ざした。それからこちらを見ながら声を潜めて何かを囁き合う。不躾な視線から逃げるように、ロゼリアは俯き足早に寮の中へと入った。






　寮の部屋は少しこぢんまりとした印象はあったものの、やはり貴族のためのものだけあって全て質のいい調度品で誂あつらえられていた。

　この部屋に着くまでの間にも周囲の人々の視線が自分に向けられるのを感じていた。だからドアを閉めてようやくシエラと二人だけになった時、ロゼリアの口からは無意識に安堵のため息が漏れてしまった。

「まったく、あんなにじろじろ見て！　皆さん、ご令嬢という割には礼儀もご存じないのですね」

　すっかり疲れてしまった様子の主を見てシエラは憤慨したようにドアを睨む。そんな彼女をなだめるように、気にしていないふりをして微笑む。

「いいのよ、仕方がないことだもの。物珍しいのでしょう、じきに慣れるわ」

（もっとも……慣れたところで受け入れられるわけではないだろうけれど）

　昔からそうだ。ロゼリアを見た人は皆驚き、次いで好奇や嫌悪の目を向ける。理由はたったひとつ――この瞳だ。壁に掛けられた鏡に視線を向け、小さくため息をつく。そこには左右ではっきりと色の異なる瞳を持った自分が映っていた。

　この国に住む人たちの瞳は濃淡の違いこそあれどほとんどが青色だ。それと異なる色というだけでも目立つのに、ロゼリアの瞳は片方は光の加減によっては金色にも見える薄い琥珀色、そしてもう片方は深い菫すみれ色をしていた。生まれつきのそれを人々は前世で悪魔に魅入られたからだと噂し、ロゼリアを呪われた存在だと遠巻きにした。そのため実の両親でさえ彼女には厭わしげな目を向け、一度だって抱きしめてはくれなかった。

　それでもどうにか生きる気力を失わずにいられたのは、少数とはいえ周囲にロゼリアを愛してくれる人たちがいてくれたからだ。シエラや七歳年上の兄、そして……先ほど夢で見た彼女。

　彼女はたしかロゼリアが六歳くらいの頃に近くの屋敷にやってきた子だ。病気療養のために母親と国の中央都市から地方に来たのだと言っていた。いくつか年上だと言っていた気もするが、はっきりとは覚えていない。けれど近くに年が近い子どもがいなかったこともあり、少しずつだが一緒に話したり遊んだりもするようになっていた。一年程で病気が快癒した後はまた引っ越していったが、別れの際に思い出の証しとして髪飾りをくれた。

　その髪飾りはあれからほぼ毎日ロゼリアの髪を彩っている。この年齢では少し幼いデザインかもしれないがこれをつけているとひどく安心するのだ。もう彼女の名前も顔もよく覚えてはいないが、この髪飾りをつけるたび彼女の優しさと楽しかった時間を思い出す。

「さ、それより荷物を片づけてしまいましょう。早くしないと暗くなってしまうわ」

　わざと明るく話を切り上げたロゼリアの気持ちを汲み、シエラもそれ以上何も言わず小さく頷く。寮生活をする際に連れてきてよい使用人の数は一人までと決まっていたので、運び入れた荷物を二人でチェストに仕舞っていく。それほど量が多くなかったこともあり荷物の整理は数時間ほどで終わった。外を見ると空にはまだ青空も見える。夕暮れまではまだ少し時間がありそうだ。

「シエラ、わたしちょっと外を散歩してくるわ。明日は入学式があるし、少し道に慣れておきたいから」

「お嬢様、でしたら私も一緒に……」

「ありがとう。でもシエラも長く馬車に揺られていたから疲れたでしょう。ここでゆっくり休んでいて。敷地内なら危ないこともないだろうし、この時間ならそう人も多くないでしょうから」

　心配そうなシエラをとどめ、ロゼリアは一人寮の外へと出ていった。

　幸い入学式は明日のため敷地内に大して人の姿はなく、あまり人目を避けることもなく自由に学園の校舎や図書館の外観を眺めて回る。たくさんの人たちと学園生活を過ごすのはやはり気が進まないが、高い水準の教育を受けられることには気持ちが浮き立った。屋敷にいた頃には学べなかった様々なことも、ここでなら多く学べるはずだ。図書館に並ぶ多くの本を窓の外から眺め、早くあそこに並ぶ数多の知識に触れたいと心を弾ませる。

　沈んでいた気持ちを少しずつ上向かせているうちに、空には段々と夕焼けが滲み始めた。そろそろ戻らなくてはと女子寮の側まで来たとき、ふと建物の陰に二つの人影を見つけた。それが仲睦まじく抱き合う一組の男女であることに気付き慌てて足を止めたが、きびすを返すより先に相手に気付かれてしまった。

　人がいるとは思っていなかったのか、令嬢は恥ずかしそうな表情を浮かべたが、次いで嫌なものでも見たとばかりに眉をひそめた。一緒にいた男性も彼女と同じようにこちらを見――そして不快そうに表情を歪ませる。ロゼリアはその男性が誰であるか気付き思わず息を飲む。

「フレッド様……」

（そんな。まさか、こんな形で会ってしまうだなんて）

　今すぐ逃げてしまいたいけれど、憎々しげな彼のまなざしに足が動かない。ロゼリアが名前を知っていることに驚いたのか、令嬢は怪訝そうな顔で男性に視線を向ける。

「フレッド様、お知り合いなの？」

「ああ、まあ一応ね。……そういえば今年から入学だったな。入学おめでとう、ロゼリア・エインズワース」

「……」

　令嬢の前だからかいつもより声色は朗らかだったが、フレッドの視線は相変わらず刺々しい。返事をできないでいるうちに令嬢のほうが先に声を上げる。

「エインズワース？　ああ、じゃあ彼女があの……」

　彼女はそこで言葉を切ったが、代わりに嘲るような微笑が口元に乗る。それからこちらに見せつけるようにフレッドにすり寄り、甘えた仕草で彼を見上げた。

「噂には聞いていましたけど、なんて不吉な瞳……。こんな方でも婚約者として迎え入れてさしあげるだなんて、フレッド様は本当にお優しい方ね」

「はは、そんなことはないさ。エインズワース家とは古くからの付き合いがあるからね。どうしてもと涙ながらに懇願されてしまったし、無下に断るわけにもいかないだろう？　ましてや、他に彼女を受け入れてくれる男などこの先見つかりはしないだろうし」

「そうですわね。こんな呪われた……ああ恐ろしい！　もうこれ以上見ていたくありませんわ。私はもう寮に戻ります」

「ああ、気をつけてお戻り」

　フレッドに優しくキスをもらい、令嬢は満足そうに立ち去る。歩き始める瞬間、ちらりとこちらを振り向いた令嬢の目には明らかな優越感と蔑みの色が滲んでいた。

　令嬢がいなくなるとフレッドは途端に冷淡な表情を浮かべ、不愉快そうに舌打ちをする。それから大股で近寄ってくると勢いよくロゼリアの前髪を掴んだ。

「痛……っ」

「せっかくの逢瀬だったのに、お前はいつも本当に間が悪いな。その陰気な面、見ているだけでいらいらする」

　力加減などまるで知らない強さで髪を引かれ、痛みに眉が寄る。けれどそんな反応も気に入らないのか、フレッドはますます苛立った様子で無理矢理ロゼリアの顔を上向かせた。

「この一年、お前と会わずに済んで清々していたのに、明日からは学園内でお前の顔を見ることがあるのかと思うとそれだけで腹が立つ。いいか？　婚約者だからと図に乗って俺の前に現れたりするなよ。お前との婚約はあくまで形だけのことだ」

「はい……分かっています」

　痛みに喘ぎながらもどうにかそう言葉を紡ぐ。従順な返答にフレッドは少しだけ満足そうな顔をしたが、髪を掴む手は離してくれない。

「ふん、まあその程度の立場はさすがにわきまえているか。充分俺に感謝することだな。俺が引き受けてやらなければお前は今頃修道院行きだったぞ」

「……」

　むしろその方が幸せだったかもしれないとふと思う。学園を卒業して彼と結婚しても、待っているのは今と同じく蔑まれ疎まれるだけの日々。今だって自分の目の前で他の令嬢と睦み合っていたような彼だ、細やかな愛情を交わすなど生涯望めるはずもない。

　そもそも、婚約を涙ながらに懇願されたと言っていたが実際に泣きついてきたのはフレッドの生家であるマクファーレン家のほうだ。伯爵という爵位こそあれど、領地経営の失敗により借金ばかりになってしまった彼の父は子爵であるエインズワース家に金銭的援助を求めてきた。その申し出を受ける代わりに両親が相手に提示した条件というのがロゼリアとの婚約だった。そこに当人の意思などは関係なく、ロゼリアが婚約のことを知ったのはすっかり話がまとまった後のことだった。

　格上であるマクファーレン家に恩を売り、なおかつ厄介者の娘を片づけることまでできて両親はとても喜んでいた。

〝役立たずの子でも、ようやくわずかながら役に立ってくれたわね〟

　自分とは決して視線を合わせず、満足そうに微笑んでいた母親の赤い唇を今も鮮明に覚えている。

　フレッドもこの経緯を知らないはずはないのだが、彼の中ではすっかりそのストーリーで上書きされてしまっているようだ。まるで好みではない、しかも不吉な瞳を持った女を彼は最初からひどく毛嫌いしていたから、そんな相手の家に上に立たれたという事実は耐え難い屈辱なのだろう。

「なんだ、礼の一つも言えないのか？　本当に無礼な女だな」

「……いえ。ありがとう、ございます」

　瞳を伏せて小さく答える。どんなに蔑まれようとも他に逃げられる場所などはない。ロゼリアの返事にフレッドは鼻白んだ様子で手を離し、それからどんと強くロゼリアの体を押した。尻もちをついて地面に倒れるのと同時に、かしゃんと何かが落ちる音がした。

「あ……っ」

　音の方向を見れば、押された衝撃で外れたのか髪飾りが落ちている。けれど拾おうとした手が届くより前にフレッドが素早くそれを拾った。値打ちものかどうか見極めていた彼の目に、ふっと嘲笑が浮かぶ。

「なんだ、ずいぶんと安っぽい品だな。デザインも幼稚だし……まあ、お前に似合いのものといえばそうか」

「か……返してください。それはとても大切なものなんです」

「へえ？　ああ、返してやるとも。ほら、取ってこい！」

　慌てるロゼリアの様子に嗜虐しぎゃく的な笑みを浮かべたかと思うと、フレッドは勢いよくそれを投げ捨てた。髪飾りは弧を描き、うっそうと茂った木々の中に飲み込まれてしまう。

「どうした？　早く取りにいくといい。大切なものなんだろう？　せいぜい犬のように這いつくばって探すことだな」

　くくっと笑い、フレッドは悠然とその場を後にする。一人残されたロゼリアはしばし呆然と髪飾りの消えた方向を見つめていたが、やがて我に返って慌ててそちらに向かった。

（そんな、どうしよう。あれがなくなってしまったら……っ！）

　ただでさえ枝葉が茂った木々の下はあまり日が届かないというのに、夕暮れが近づいているからなおさら薄暗い。それでも必死で周囲を見回し地面を探る。枝に髪が引っかかっても草で指を傷つけても、そんなことを気にする余裕すらない。けれど日がすっかり沈んでしまうまで探しても髪飾りはどこにも見つからなかった。

「この辺りに投げられたはずなのに……」

　泣きそうになりながら手で地面を探り続けたが、日が沈んだ今では自分の指先すらよく見えない。と、不意に遠くで草を踏む足音が聞こえた。

　足音はまっすぐこちらに向かってきていて、一瞬フレッドが戻ってきたのではないかと身構えたが、現れた人のシルエットは女性のものだった。

「あの……どうかなさったんですか？」

　少しハスキーな、穏やかで耳に心地いい声だった。こんなに優しく話しかけられたことは今まであまりなく、ロゼリアは地面に手をついたままぽかんと彼女を見上げた。薄暗くて相手の顔はよく見えない。

（ああ、だからなのね）

　自分から相手がよく見えないということは、相手も同様だろう。今は自分の気味の悪い瞳も相手には見えていないに違いない。

「ああ、驚かせてしまってごめんなさい。寮の窓からあなたの姿が見えて。ずっとここにいるようだから具合でも悪いのかな、と。でも、もしかして何か探し物？　よかったら手伝いましょうか」

「い……いえ、大丈夫です。ありがとうございます、でももう暗いですから……また明日探します」

「そう？　でも……」

「お心遣い感謝します。でも本当に大丈夫ですから……ありがとう」

　せっかく声を掛けてもらったのに、慣れていないからか妙にどぎまぎしてしまう。ぺこりと頭を下げて、半ば逃げるように彼女の隣をすり抜け寮へと戻る。すれ違う一瞬、ふと鼻先を彼女のものらしき香りが掠めた。






「お嬢様！　こんな時間まで一体どちらに行かれていたんですか。それにそのお姿は……！」

　部屋に戻るや否や、シエラが真っ青な顔で近づいてくる。たしかに今の格好はといえばドレスは土や草で汚れてしまっているし髪も乱れてぐちゃぐちゃだ。心配するなというほうが無理だろう。

「ごめんねシエラ、なんでもないのよ。その……ちょっと落とし物を捜していただけだから」

「落とし物？　そういえば、いつもの髪飾りがございませんね。でもお嬢様があれを落とされるだなんて……まさか、何かあったんですか？」

　シエラの勘は鋭い。ロゼリアは何も言わずただ微笑み、ドレスを着替える。

「少し疲れちゃった……明日のために今日はもう休むわ」

「ですがご夕食がまだ」

「今日はあまり食欲がなくて。申し訳ないけれど、シエラだけ食べて。そうしたらあなたももう休んでいいわ」

「お嬢様……。……分かりました」

　シエラは静かに礼をし、隣に用意された使用人用の部屋へ戻っていった。一人になった室内で、照明を落として窓の外を眺める。雲に隠れる月を見上げながらついいつもの癖で普段髪飾りをつけている部分を指で撫でてしまって、また気持ちが落ち込む。けれど先ほど会った女性のことを思い出し、少しだけ心が慰められた。

「知らない人からあんなふうに優しく話しかけられたのが久しぶりだったからかしら。でも不思議、なんだか懐かしい感じがした……」

（寮から見えたと言っていたから、彼女もここの寮生なのかしら。もしまた会えたらお礼を――いえ、だめね。わたしなんかが話しかけたら嫌な思いをさせてしまうわ）

　せめて心の中でだけでも感謝を伝えられればと、ロゼリアは小さく手の指を組み月に祈りを捧げた。






　翌朝、朝食を済ませるやいなやすぐに鏡台の前へ座らせられた。鏡越しに見るシエラの顔にはものすごいやる気がみなぎっている。

「さあお嬢様、お支度いたしましょう。今日は入学式ですから特別気合いを入れておかないと」

「その力の入りよう、シエラったらまるでわたしのデビュタントのときみたいじゃない。服装はみんな同じ制服なのだし、いつもどおりでいいのよ？」

「いいえだめです。この学園への入学は貴族の方たちにとっていわば成人への一歩。そんな大切な場へ私の大事なお嬢様を送り出すんですから、いつもどおりなんていけません！」

「でも……」

「それに、今日は新しい出会いの場でもあるのですよ。国内全ての同年代の貴族が集結するのです、その中にはお嬢様にとってご友人との楽しい出会いも待っているかもしれません」

「シエラ……」

　どこか切なげなシエラの言葉に、彼女の切実な願いが伝わってきた。彼女はただ、ロゼリアに友人と呼べる親しい存在ができることを望んでいるのだ。

「ですから、どうぞ私にお任せください。絶対に後悔はさせませんよ」

　きらきらと目を輝かせるシエラはとても楽しそうで、ロゼリアは微笑み身を任せることにする。

　真新しい制服を身にまとい、いつもより時間をかけて髪をくしけずる。そして最後の仕上げにあの髪飾りを付けようとして、シエラの手がはっと止まった。

「お嬢様。その……今日は別の髪飾りになさいますか？」

「……いいえ、何もつけなくていいわ。ありがとう」

　鏡に映る何の飾り気もない頭髪に、言いようのない喪失感がこみ上げる。

（入学式が終わったらもう一度探しに行ってみよう。明るければ見つかるかもしれない）

　本当は入学式よりも先にそちらの用事に向かいたかったが、さすがにそういうわけにもいかない。もう一度シエラに最後のチェックをしてもらい、式が行われる講堂へと向かった。

　寮から続く道を進み到着した講堂は、入学を迎える生徒たちで既にいっぱいだった。あまり人目に触れないよう隅の席を選んで座り、瞳を伏せる。このまま入学式が終わるまで気配を消していようと体を小さくしていたが、すぐに視線を感じて話し声が聞こえてくる。

「……ほら、あそこにいるのがそうよ。昨日フレッド様と一緒にいるときに見たの。噂どおり、本当に気味の悪い瞳をしていたわ」

「……っ」

　声の方向にちらりと視線を向けると、昨日の令嬢が友人と一緒にこちらを見ていた。あからさまな視線と会話につられるように他の人たちも物珍しげにロゼリアを見てくる。

「年齢で決まっているから仕方ないとはいえ、あんな人と同じ年に入学だなんてついてないわ」

「まったくね。そもそも、よくああして平然と学園に来られたものだわ。自分が何と言われているか知らないはずはないでしょうに。私なら周囲に迷惑はかけられないと屋敷から出ないでいるわ」

「……」

　そうできればどれだけよかったか。俯き、膝の上でぎゅっと手を握る。そのとき、ふと後ろから硬質な音を響かせ足音が近づいてきた。

「――新入生、おしゃべりはそろそろ慎みなさい。式が始まる」

　冷淡な声音に顔を上げれば、まだ年若い長身の教師が立っていた。細いフレームの眼鏡の下で神経質そうな切れ長の瞳がじろりと先ほどの令嬢たちを見やる。整った顔立ちの彼に令嬢たちは呆けた様子でしばし見惚れていたが、はっと我に返ったように口をつぐみ視線を逸らした。ロゼリアはそっと彼を見上げ、小さく会釈をする。だが教師はこちらを一瞥しただけで行ってしまった。

　彼はそのまま講堂の前方へ進み、入学式の司会を始める。式はつつがなく進行し、やがて式次第は新入生の挨拶へと進んだ。

「代表――アイリス・オルブライト」

「はい」

　名前を呼ばれ立ち上がった人を見て、一瞬講堂内にざわめきが広がる。その様子にロゼリアも顔を上げ、そして同じように視線を奪われる。周囲の様子など気にもせず優雅な足取りで壇上へと向かっていたのは、凛としたまなざしのとても美しい令嬢だった。

　まとっているのは皆と同じデザインの制服なのに、不思議と人の目を引く。バランスの取れた大人びた顔立ちはともすれば人形のような冷たさすら感じさせそうだったが、口元に浮かぶ微笑みが全体の雰囲気を柔和にしていた。

（綺麗な方……）

　思わず感嘆のため息を漏らしながら見つめていると、ふと彼女がこちらのほうを見た気がした。彼女の口元の微笑がさらに優しくなる。

（え……っ？）

　一瞬視線が合った気がしたが、彼女との間には他にもたくさんの人が座っていたから、きっと誰か他の人へ向けた笑みだったのだろう。彼女はすぐに視線を前に向けると壇上へ上がっていく。その挨拶の内容も堂々としたもので、挨拶が終わるや否やそれまでに挨拶に立ったどの来賓よりも大きな拍手が講堂内に響いた。

　入学式の後は教師たちによる今後の予定や授業の進め方などが説明される。本格的に授業が始まるのは明日からだから、それが終われば今日はもう終了だ。説明が終わるや否や、探し物をしに行くのを心待ちにしていたロゼリアは慌ただしく立ち上がる。焦る気持ちで入り口まで向かっていると、ふと楽しそうな会話が聞こえてきた。

「アイリス様、素敵な方だったわね。聞いた？　あのリヴィングストン卿に縁のある方らしいわよ」

「じゃあ、侯爵家に関係があるということ？　どうりで気品があると思った」

（リヴィングストン卿……）

　その名前は地方の一貴族でしかないロゼリアでさえ聞き覚えがあった。とても有能で国王からの信頼も厚いと聞くが、本人にあまり名誉欲や出世欲はないらしい。それらの塊のようなロゼリアの父からしたら理解できない人物のようで、あんなのはただの変人だと吐き捨てていたのを以前聞いたことがある。

　そういえばたしかリヴィングストン家には一人子息がいたはずだ。なんでも数年前から外遊に行っているそうで、帰ってきたという話はまだ聞いていない。

（まあ、わたしなんかには関係のない話ね。それより早く探しにいかないと）

　混雑する入り口を抜け、足早に外廊下を進む。けれどいくらもいかないうちに背後から追ってきた誰かに肩を叩かれた。突然のことに体を跳ねさせ、驚いて振り向く。けれどそこにいる人の姿を認めてさらに驚いてしまった。

「アイリス様……？」

　さきほど見惚れたばかりの彼女がそこにいる。呼び止められた理由が分からず何か気に障ることでもしてしまったかと不安に思いながら足を止めると、アイリスは優しいまなざしで微笑みかけてきた。

「よかった、話が出来て。実は少しあなたに用事があったの」

「用事……ですか？」

　だが彼女がそれに答えるより早く、背後から足音が近づいてくる。それを聞いて、アイリスはこちらの手を引き速い足取りで歩き出した。ロゼリアは状況が掴めす、ただ手を引かれるがまま彼女の後を付いていくしかできない。そうしてよく分からないまま歩き続け、学園内にある庭園まで来たところでようやくアイリスの足が止まった。

「……ここまで来れば多分平気ね」

「あ、あの……？」

「ああ、ごめんなさい。式の後、何故か話しかけてくる方が多くて少し煩わしくて」

　それはそうだろう。先ほどあれほど新入生たちの耳目を集め、しかも有力貴族に縁があるといえばお近づきになりたいと思う者は多いはずだ。

　貴族として交友関係が広いのは一つの武器になる。だから彼女にとっても多くの人と知り合える機会は有益なはず、なのにそれを振り切ってまでわざわざ自分のところに来てくれるだなんて、用事というのはいったいどれほど大事な内容なのだろう。

　近くにあったベンチに並んで座り、改めて用件を尋ねる。するとアイリスは優雅な微笑みを浮かべ何かを取り出した。

「実は昨日、これを拾って。あなたのものでしょう？」

「あ……っ！」

　彼女の手のひらにあったのは昨日落としたあの髪飾り。壊れた様子もなさそうなそれを見て、喜びで胸が詰まる。

「そうです、ありがとうございます……っ！」

　受け取ったそれを両手で包み、胸の前に寄せる。たった一日だけとはいえ、なくしていた間の喪失感が埋められていく。だが気持ちが落ち着くのにあわせてふと疑問も感じるようになった。

「では昨日お会いしたのはアイリス様だったんですね。でも、どうして相手がわたしだと……？」

　昨日は暗くてお互いの姿もよく見えなかったはずだ。面と向かって話をするのも今が初めてだから、探し物をしていたのが自分だということは分からなかっただろうに。

　ロゼリアの疑問にアイリスはただ微笑み、答える代わりに別の言葉を口にする。

「貸して。つけてあげる」

　優しい声音に思わず素直に髪飾りを差し出す。すぐにはっと我に返ったが、その頃には既に髪飾りはアイリスの手に渡っていた。

「あ、あの……」

「すぐに終わるから、そのままでいて」

　しなやかな長い指が髪に触れる。距離の近さに緊張しながら動かずにいると、やがてアイリスが体を離した。

「はい、これで大丈夫。……それにしても、まさかこんなに経ってもまだ大切にしてくれてたなんて思わなかった」

「え？」

　呟かれた言葉に思わず彼女を見つめる。優しくこちらを見つめ返すアイリスの深い青色の瞳が懐かしい記憶に重なった。

「久しぶり、ロゼリア。子どもの頃以来ね。また会えてよかった」

「え……っ、じゃああなたがあの……？　ごめんなさい、わたしすぐに気付けなくて」

「もう何年も経っているし当たり前よ。それより、その髪飾りを今も持っていてくれて嬉しい」

「もちろんよ。だってこれは……私の宝物だもの」

　そっと指で髪飾りを撫で、無事に戻ってきた喜びに表情をほころばせていると、不意に物音が聞こえた。草を踏み近づいてくる忙せわしない足音に、もしや先ほどアイリスを追ってきていた生徒いたちのものではないかと顔を見合わせる。しかし生け垣の陰から飛び出してきた人影は、ベンチに座るロゼリアに気付きぱっと顔を輝かせた。

「ロージィ！」

　現れたのは先ほど式の前に令嬢のおしゃべりを注意した教師。しかしあのときの厳粛で神経質そうな雰囲気はまるでなく、代わりにとろけるほどの愛情で満ち溢れていた。ロゼリアも笑顔で立ち上がり駆け寄りかけたが、ここが学園の中なのを思い出して慌てて足を止める。

「お兄……いえ。オスカー先生、ごきげんよう」

「ああ、そんな他人行儀にしなくていいんだよ。今ここには他に誰もいないんだか……う」

　足早に駆け寄りロゼリアの頭を撫でたオスカーの笑顔がふとロゼリアの背後を見て引きつる。どうやらようやく妹に声をかけられることへの喜びで、傍らのアイリスの姿は目に入っていなかったようだ。立ち上がったアイリスはあきらかに動揺しているオスカーににこやかな笑顔を向ける。

「ふふ、オスカー先生は妹さんの前ではそんな表情もされるんですね」

「いや、これはその……」

「大丈夫、私のことは気になさらないでください。仲がいいのはいいことですから」

　兄妹といえども贔屓などがあると思われないよう学園内でも人目のあるところでは他人のように振る舞おうと決めていたから、見られたのがアイリスでよかった。しかしほっとした反面、不思議にも思う。

「アイリス、オスカー先生がわたしの兄だってどうして分かったの？」

「え？　だって、さっきロゼリアが自分で言いかけたでしょう？　それに新入生挨拶のためにオスカー先生と入学式前に打ち合わせをしていて、お名前がエインズワースだったからあなたと関係のある方なんだなと思ったのよ」

「ああ、そういうことだったのね」

　なるほど、それなら納得できる。アイリスに笑顔を返し、それからオスカーに向き直る。今この場には三人しかいないから、多少親しく話していても問題はないだろう。

「あのねお兄様、すごいのよ。覚えているかしら、小さい頃に隣のお屋敷で療養していた女の子のこと。実はその子が彼女……アイリスだったの」

　先ほど起こった思いがけない偶然を笑顔でオスカーに説明する。だが喜ぶロゼリアとは対照的に兄の表情はなんだか奇妙で、なんともいえない感情が浮かんでいる。

「お兄様……？　どうかなさったの？」

「ああ、いや……それはよかったね。ロージィが嬉しそうで私も嬉しいよ。早速友人もできたみたいだしね。だが……」

　そこで一度言葉を切り、オスカーがじろりとロゼリアを見る。いや、正確にはロゼリアの背後をだ。

「いくら幼い頃の友人だったといえども、久しぶりに会った相手に少々その距離は近すぎるんじゃないかな？」

「え？」

　兄の言葉に首を傾げながら振り向く。するといつの間にか肩が触れる程度の近さまでアイリスがやってきていた。にっこりと笑顔を浮かべ、また一歩ロゼリアと距離を詰める。

「そうですか？　友人、それに女の子同士ならこのくらいの近さはおかしくないと思いますよ。ねえ、ロゼリア」

「ええと、うーん……そうね、多分」

　男女に限らず親しい友人など幼い頃のアイリス以外にいたことがないからいまいち分からないけれど、彼女がそう言うのならきっとそうなのだろう。事実、遠い記憶ながら幼い頃はよく手をつないだりもしていたような気がする。

　そう思ってこくりと頷けば、アイリスはさらに美しい微笑みを浮かべオスカーはどこか苦い表情でわずかに眉を寄せる。

「ふふ、よかった。でも本当に、こうして一緒に学園に通えて嬉しい。これからよろしくね、ロゼリア」

「こちらこそ。よろしくね、アイリス」

　こんな言葉、言われたことも返したこともない。嬉しくて高鳴る鼓動を抑え、にっこりと笑顔を返す。

（すごいわシエラ。本当にお友達ができちゃった）

　たった一人でも友人がいる。それだけで、憂鬱だった学園生活に光が灯るのを感じた。

















第二章












　翌日からは早速本格的な授業が始まり、様々な実技や座学に一気に忙しくなった。けれどあまり授業に身が入らない生徒というのはどこにでもいるようで、授業よりも他人の噂話に花を咲かせる生徒たちによってロゼリアには相変わらず好奇の視線が多く注がれていた。もっとも、その視線の半分はいつも一緒にいるアイリスの存在によるものもあったのかもしれない。目立つ存在の彼女がどうしてあんな不吉な存在と？　というやっかみも間違いなく混じっている。

　良い意味で注目の的になっているアイリスには、毎日男女学年問わず多くの人がお近づきになりたいと声をかけてくる。その中にはロゼリアの婚約者であるフレッドの姿もあった。

「失礼、アイリス嬢。俺も昼食を共にしていいかな？」

　彼がそう話しかけてきたのは、入学から少し経った頃のランチタイムだった。食堂の一角でアイリスと昼食を取っていたロゼリアは、頭上から降ってきたフレッドの声にびくりと体を震わせる。

　フレッドは外見の話だけで言えば長身の体躯に整った顔立ちをしていて、少し甘さを含んだ声が魅力的な男だ。さらに今のような優し気で紳士然とした笑顔を浮かべていれば、傍目にはとても誠実な男性に見えるだろう。声を掛けられ慣れているアイリスにもその姿は好ましく見えたのか彼を見ると一瞬動きを止め、それからにこやかに微笑んだ。

「ああ……せっかくのお申し出ですけど、ごめんなさい。ここはもう席が埋まってしまっているので」

　二人掛けのテーブル席はアイリスとロゼリアだけでもう満席だ。もちろんそんなことは見て分かるはずだが、フレッドは断られるとは想定していなかったのか一瞬驚愕したように瞳を見開いた。しかしすぐに気を取り直し、先ほどと同じような微笑みを浮かべる。

「おや、そうか。それは残念だな」

　優しく言いながら、ちらりと視線がロゼリアに向けられる。そのまなざしはアイリスに向ける声とは対照的に冴え冴えと冷え切っていて、『邪魔だ』と如実に語っていた。

　これまで何度となくぶつけられてきた視線に、彼から受けた仕打ちと痛みを思い出して体が震える。耐えきれず、食べかけの料理が載ったトレイを持ち慌てて席を立った。

「ロゼリア？　どうしたの」

「ええと、その……ごめんなさいアイリス。わたし、図書館に行かなきゃいけないのを忘れていたわ。なのでフレッド様……よかったら、この席にどうぞ」

「おや、いいのかい？　ありがとう」

　空々しい笑顔を浮かべたフレッドと視線を合わせないように俯き、足早にその場を後にする。途中、ロゼリアが名前を呼んだ気がしたが振り返ることはできなかった。

　そのまま逃げるように外へ出て、中庭の片隅にあるベンチに腰を下ろす。一人きりになると、安堵と共に何とも言えない気まずさが込み上げてくる。

（アイリス、きっと変に思ったわよね……）

　とはいえ、フレッドの本質を知らなければロゼリアは本当に用があって席を立ったのだと思ってくれるかもしれない――そうであってほしい。そんなことを思いながら昼休みの残り時間をぎりぎりまで潰して教室に戻ると、アイリスは既に席に着いていた。瞬間彼女の瞳がちらりとこちらを向いた気がしたが、慌てて顔を俯かせて視線から逃げる。数秒の間を置いて再びそっと彼女を見れば、凛としたまなざしは既に教室の前へ向けられていた。

　午後の授業を終え、荷物をまとめて立ち上がる。すると、笑顔のアイリスがぽんとロゼリアの肩を叩いた。

「ロゼリア、一緒に寮まで帰りましょう。いいでしょ？」

「あ……ええ、もちろん」

　いつもどおりの笑顔を向けられ、内心ほっと息をつく。けれど校舎を出て寮への道を歩いているとき、ふと会話が途切れたところでアイリスが口を開いた。

「……そういえば、昼休みのことだけど」

「！」

「あの後、私も用事があって図書館に行ったのだけど会えなかったわね。入れ違いになってしまったのかしら」

「あ……」

　問いかける声音は決して冷たいものではなかったが、後ろめたさに思わず声が詰まった。図書館には行っていないのだから、会えなかったのも当然だ。だがそんなことを言えるはずもなく、視線を合わせずに曖昧に頷く。

「そ……うかもしれないわ。ごめんなさい」

「いいえ、私が勝手に追いかけていっただけだから。……それと、もうひとつ聞いていい？」

「なあに？」

「今日声をかけてきた男性――マクファーレン様はあなたのお知り合い？」

「え……ええ。そう、出身地が同じで……」

（彼がわたしの婚約者だって、アイリスに教えた方がいいかしら。でもフレッド様はあまり周囲にそのことを知らせたくはないみたいだし……）

　つかの間迷った後、あえて言う必要はないかと言葉を飲み込む。

「両親があちらの家と交流があって、たまにお会いすることがあったみたい。それだけよ」

「……そう」

　わずかに空いた沈黙が少し気になったが、アイリスは納得したのか結局それ以上尋ねることはなかった。






　その日以降、フレッドは積極的にアイリスの元へとやってきた。学年が違うため授業などが共になることはほぼなかったが、それ以外の時――昼食時や放課後などには目ざとくアイリスの姿を見つけては声をかけ、同時に無言の圧力でロゼリアを排除した。入学式の前日に見た令嬢はどうしたのだろうと思ったが、今の彼はすっかりこの美しい新入生に心を奪われているらしい。仮にも婚約者の目の前で他の女性に親しく声をかけるのはあまりにも失礼ではあったが、呪われた瞳を持つ娘は周囲の人々にとって同情すべき相手ではなく、向けられるのは密やかな嘲笑と侮蔑がほとんどだった。見目の良い二人が並んでいる光景は美しい絵画のようで、人々は微笑ましげにそれを眺めていた。そこにロゼリアの踏み込む隙間はない。

　アイリスは以前と同じく優しいが、自分が傍にいることが申し訳なく思えてきてロゼリアは少しずつ彼女と過ごす時間を減らし始めていた。そんなある日のこと、一人中庭のベンチで本を読んでいると近くを通りかかる女生徒達の話し声が聞こえてきた。

「ねえ、ご覧になった？　さっきのお二人の絵になること！」

「もちろん、思わず見惚れてしまったわ。フレッド様とアイリス様、最近はよく一緒にいるわよね」

「……！」

　聞き慣れた名前に思わず息を詰める。気配を殺し彼女たちが通り過ぎるのを待っていると、悪意の滲んだ嘲笑が続いた。

「お邪魔虫がいなくなったからじゃないかしら？〝あの人〟はようやく自分が厄介者だと気付いたのねえ」

「……」

　それが誰を指しているのか、考えるまでもなく分かる。息を詰めたまま俯いていると、彼女たちの話題は別のものに移り足音も遠ざかっていった。再び人気がなくなったのを確認して、ほっと息を吐く。

（分かってるわ、アイリスの傍にわたしはいない方がいい。彼女はとっても素敵な人で、皆の人気者で……それに比べてわたしは、嫌なことを嫌とも言えない意気地なしだもの）

　自己嫌悪に胸の中がずんと重くなる。なんだか涙が出そうになって、持っていた本をバッグに仕舞いその場を離れた。しかし寮へ帰ろうと足を向けた先では間の悪いことにちょうどアイリスとフレッドが談笑をしていて、慌てて足を止め物陰に隠れる。

　風に乗って聞こえてくる声に、見たくはないのについ視線を向けてしまう。機嫌良く満面の笑みを浮かべたフレッドに比べるとアイリスの表情はそこまで明るいとは言えなかったが、それでも彼女の美しい青色の瞳はしっかりと彼を見つめている。それを見てロゼリアの胸にひどく鋭い痛みが走った。

　足音を立てないように慎重に後ずさりそのまま寮へと逃げ帰ると、いつもと同じく明るい笑顔でシエラが出迎えてくれた。彼女に心配をかけたくはなく、ロゼリアは沈んでいた表情を急いで笑顔に戻した。






　その後も、フレッドとアイリスの仲が深まっているという噂は多くの人の口から聞かれるようになった。ロゼリアは自分でもどう形容したらいいのか分からないもやもやした気持ちを抱え、それを紛らわせるように勉学に没頭した。そうして日々を過ごすうちに、気がつくとまもなくホリデーシーズンが始まる頃になっていた。

　入学から数ヶ月経ち、寮に暮らす多くの生徒たちも里心がつく頃だ。実家が遠方のため普段は寮で暮らす生徒もほとんどは故郷へ戻り家族との時間を過ごす。だが様々な事情で長期休暇中も学生寮に残る生徒もごく少数ではあるがいる――ロゼリアもそのつもりだった。

（きっとアイリスはご家族のところに帰るのよね。ホリデー中会えないのは……少し寂しいわね）

　図書館でホリデーシーズン中に寮で読むための本を見繕いながら小さくため息をつく。そういえばここ数日はホリデー前の試験で忙しく、彼女とあまり会話も出来ていない。それにホリデー前にもっとアイリスとの仲を深めたいのか、フレッドや他の生徒達がやってくることも多かったのでなおさらだった。

（このままほとんど話もしないでホリデーを迎えることになるのかしら）

　そんなことを考えながら本を選んでいると、いつのまにか多くの冊数を抱えてしまっていた。少し迷ったものの、ホリデー中は図書館も閉館してしまうからと全て借りることにする。たくさんの本を抱え歩いていると、不意に背後から優しく肩を叩かれた。

「ロゼリア」

「あ……」

　振り向いた先に見えたのはアイリスの柔らかな青色の瞳で、思わず表情をほころばせてから慌てて周囲を見回した。もしや近くにフレッドの姿もあるのではないかと思ったがそこにいたのはアイリス一人だけで、一瞬強張ってしまった体からほっと力が抜けた。

「そんなにたくさん本を抱えて重くない？　持ってあげる」

「えっ、でもそれじゃアイリスに迷惑が……」

「気にしないで。これでも見た目より力はあるから」

　断る間もなく、抱えていた本は全てアイリスの手に渡った。それらは冊数が多く結構な重さがあるはずだが、アイリスはいとも簡単にそれを持って歩き出す。彼女の言うとおり、見た目よりも力があるというのは本当らしい。たしかに、こうして隣に並ぶと彼女の体はロゼリアよりも少し力強いように見えるが、だからといってしなやかで優美な印象は変わることもない。恐らくは二人の間にある身長差がそんなふうに思わせているのだろう。

　せめて半分は自分が持つと言ったが聞き入れてはもらえず、それでも食い下がるとようやく妥協案として数冊の本を持たせてもらえた。大部分の本はまだアイリスの元にあるままだったが彼女が笑顔でそれ以上渡そうとはしなかったので、ついに諦めた。

「もうこの後は寮に戻るの？」

「ええ、今日は特に予定がないから。アイリスは……」

　尋ねかけて、途中で言葉に詰まる。もしかしたらこの後はフレッドと約束があるのかもしれない。けれどロゼリアの考えを読んだかのようにアイリスは小さく微笑み首を振った。

「私も特にないの。それと……二年生達は今日校外学習があるそうだから学園内にはいないわよ」

「あ……。そ、そうなのね」

　それを聞いてほっとしたが、同時に不安を全て見透かされていたことに気付き恥ずかしくなる。羞恥で熱くなった横顔に、じっとアイリスの視線を感じた。

「……ロゼリアは、マクファーレン様が恐い？」

「っ！　……いいえ、そんなことないわ。どうして？」

「彼が傍に来ると、いつもあなたが離れて行ってしまう気がするから。それに、少し怯えているようにも見える。……私の気のせい？」

「……」

　態度には出さないよう努めていたつもりだったけれど、やはり聡い彼女には隠しきれていなかったらしい。それでも正直に言ってしまえば後でフレッドに何をされるか分からないので、平静を装い首を振る。

「違うの、それは私の――個人的な理由で。フレッド様は何も関係ないわ」

「個人的な？　……それってどんな？」

　にこやかな、けれどどこか圧の強い口調で尋ねられ一瞬息を飲む。アイリスが今何を考えているのかは分からないが、横顔に感じるまなざしも強くなった気がする。

「それは、その……あなたが誰かと一緒にいるときにわたしがいると邪魔になるだろうと思って。あなたに話しかけたいと思っている人たちはたくさんいるから、わたしが傍で独占するわけにはいかないし……それだけよ」

「……それは、誰かに何か言われてのこと？」

「そうじゃないわ、ただそう決まっているから。わたしは生まれたときから……そういう存在だから。アイリスのように誰からも好かれる人にはきっと分からないでしょうけど、神様にも嫌われる人間だって世界にはいるのよ」

（……ああいやだ、我ながらなんて卑屈なんだろう）

　思わず口をついて出てしまった言葉にすぐさま自己嫌悪に陥る。違う、こんなことを言いたかったわけではないのに。呆れられてしまっただろうかと心配していると、隣から風に溶けそうなほど小さなため息が聞こえた。視線を上げられないままびくりと肩を震わせたロゼリアに、静かなアイリスの声が届く。

「……ロゼリア、寮に帰る前に少しそこのベンチで休憩しない？」

「え？」

「こうして一緒にいられるのも久しぶりだし、もっと話をしたくて。それに、あなたの誤解も解いておきたいし」

「誤解……？」

　その言葉の意味がよく分からなかったけれど、促されるがまま近くのベンチに腰を下ろし本を置く。少しの沈黙の後、先に口を開いたのはアイリスだった。

「さっきの話だけれど――私はあなたのことが好きよ」

「……っ」

「それにオスカー先生やあなたがよく話してくれるメイドさんだって、きっとあなたのことを好きなはずよ。それでも自分が〝神様にも嫌われる人間〟だなんて言うの？　それは……あなたのことを好きな者としてとても悲しい。たとえあなた自身であっても、私の大切な人をそんな風に言ってほしくはない」

「アイリス……」

「今まであなたが周囲からどんな目を向けられてきたか分かるから、そう思ってしまうあなたのことを悪いとは思わない。でも、あなたのことを好きな人もいることはきちんと分かっていてほしいの」

「……」

　柔らかく穏やかな声に視界がじわりと滲む。嬉しさと自分自身への情けなさで思わず膝の上で手を握りしめると、隣から伸びた優しくしなやかな手が温かく包み込んでくれた。顔を上げてアイリスに視線を向ければ、思いがけず近い距離で美しく澄んだ瞳と視線が合った。

「それにもし本当に神様もあなたのことを嫌いだというなら、私がその分もあなたのことを好きになる。私は誰よりもあなたに傍にいてほしい。……このことも、しっかり分かってくれる？」

「あ……あの……」

　距離を詰めて贈られたまっすぐな好意と包み込まれた手の力強さに、無性に鼓動が早くなった。きっと赤くなってしまっているであろう顔を彼女に見られるのは気恥ずかしくて、慌てて顔を横に逸らしてこくこくと何度も頷く。すると握られていた手の力がほっと緩み、吐息混じりのため息が聞こえてきた。

「よかった。……こっちを向いて？　最近はあまり話もできていなかったから、あなたの顔が見たい」

「……」

　心地よい声に促され、照れくさいながらも視線を向ける。途端、優しい笑顔が自分を見つめていることに気付き再び頬が赤く染まった。

「ふふ、やっと可愛い顔が見れた」

「か、可愛くなんて……それはアイリスの方でしょ。ああでも、あなたは可愛いというよりは綺麗という方がしっくりくるけれど……」

（変だわ。相手は女の子なのに、こんなにどきどきするなんて）

　視線をどこに向けたらいいか分からず目を泳がせていると、アイリスの手が静かに離れていく。温もりが離れていくことにふと名残惜しさを感じ、同時にそんなことを思ってしまう自分が不思議だった。

　それでもこれまでの会話のおかげで、しばらく胸に抱いていた妙な気まずさは和らいでいた。最近の空白を埋めるかのように何気ない会話を交わし、やがて話題はホリデーの過ごし方に移った。

「じゃあロゼリアは休みの間ずっと寮で過ごすの？」

「ええ、両親は忙しくて屋敷に戻ってもほとんど会えないし……。どうせ帰ったところで部屋で本を読むだけだから、それならわざわざ時間をかけて帰らなくても寮にいようかと。実はこんなに本を借りたのもそのためなの」

　そもそも、もし両親の時間が空いていたとしても二人は自分と会いたいとは思わないだろう。邪険にされるよりはここでのんびり過ごしていたほうがいい。

「そう……。でも一人で？」

「いえ、シエラがいるわ。せっかくのホリデーだし、彼女だけでも故郷に戻って休暇を取るよう勧めたのだけど、私を一人にはできないからって断られてしまって……。アイリスは帰るんでしょう？　いいお休みになることを祈っているわ」

「ありがとう。でも、休みの間あなたに会えないのは寂しいわね。……そうだ、よかったら都合のいい日に一緒に街まで買い物に行かない？」

「え、街に？」

　街を通ったのは入学のためにやってきたあのときだけだ。人によっては外出届を出して街に遊びに行くこともあるようだが、ロゼリアはまだ一度も出たことはなかった。

（あのときも、馬車から眺めるだけで歩いたりしたことはなかったわね……）

「お店もいろいろあるし、市場がたくさん出て賑やかだから気分転換にもなると思う。それに一緒に出かけたことってまだないでしょう。ロゼリアと一緒に見て回れたら楽しいかと思って」

「ありがとう。ええ、わたしもまだ街にきちんと行ったことがないから行ってみたい」

「よかった。じゃあ当日は寮まで迎えに行くわ。日にちは――」

　二人で話し合い、都合のよい日を決める。こうして友達とどこかに行く約束をするのは初めてで、ロゼリアは気持ちが浮き立つのを抑えられなかった。






　それからほどなくホリデーを迎え、大多数の生徒が帰省した学生寮はひっそりと静まりかえっていた。好奇の目に晒されることなく久しぶりに穏やかな日々を過ごし、やがてアイリスとの約束の日を迎えた。

「もうすぐお迎えにいらっしゃる時間でしょうか？　なんだかどきどきしちゃいますね、お嬢様」

「もう、シエラったらわたしよりも緊張しているんじゃない？」

「すみません、お嬢様がお友達と外出なさるなんて初めてのことですからつい……」

「ふふ、謝らなくてもいいわ。だから今日はこんなにおしゃれにしてくれたのね。帽子を被ってしまうからここまで手をかけなくても平気なのに」

　外出するときは目元を隠すためにいつもつばの広い帽子を被ることにしているから、手間をかけて髪をセットしてもらっても人の目に触れることはほぼない。せっかく時間をかけて綺麗にしてもらったのがなんだか申し訳なくて目を伏せたが、シエラは大きく首を左右に振った。

「何をおっしゃるんです。見えない部分にも気を使ってこそのおしゃれですよ！　それにどうせなら可愛らしくなっていた方が気持ちも明るくなるじゃありませんか。そもそも、私の大切なお嬢様のお出かけですもの、一分の手抜きも許されません！」

「もう……。でもありがとう」

　シエラの気合いの入りようは鏡に映る自分の姿を見ればよく分かる。スカイブルーの動きやすいドレスに、華やかに編み込まれ結われた髪。もちろんあの髪飾りだけはいつもと同じ位置に着けられている。シエラはもう一度ロゼリアを隅から隅まで確認し、嬉しそうに表情をほころばせる。

「とっても素敵ですよ、お嬢様。お供できないのは残念ですけど、今日は楽しんできてくださいね」

「ええ、シエラにもおみやげを買ってくるわね」

　今日はオルブライト家の人がお供についてくれるとのことで、シエラは留守番だ。いつもよく働いてくれている彼女にも街を楽しんでほしかったが、それはまた次の機会のようだ。

　そんな会話をしているうちに約束の時間が近づく。帽子を被り、アイリスを待たせてしまわないように寮の前で待っていると、やがて馬車が近づいてくるのが見えた。一瞬アイリスかと思い笑顔を浮かべたものの、近づくにつれその馬車が公爵家が使用するものにしては随分と立派なものだと分かって戸惑う。

（もしかして別の人を迎えにきたのかしら。でもこの寮には今ほとんど人はいないはず……）

　不思議に思っていると、馬車はロゼリアたちの目の前で止まった。降りてきた従者が恭しく礼をする。

「ロゼリア・エインズワース様ですね。お迎えに上がりました」

「え……っ？　あ、あの、アイリスの――いえ、オルブライト様の方ですか……？」

（私の名前を言っていたし、人違いではないのよね。でも……）

「いえ、私はリヴィングストン家の従者でございます」

「リヴィングストン家？　侯爵家の方がどうして私を……」

　思いがけない名前にますます戸惑う。するとキャビンのドアが開き、中から誰かが下りてきた。美しい青色の瞳が見え一瞬アイリスかと思ったが、現れたのは男性だった。

「失礼、ロゼリア嬢。驚かせてしまったようですね」

「え……？　あ……」

　何か言おうとしても、目の前の男性に視線を奪われてどうにもうまく言葉が出てきてくれない。それほどに彼は整った顔立ちと体躯をしていて――なおかつ、アイリスにもどこか似ていた。艶やかな黒髪と澄んだアイスブルーの瞳、そして優しい微笑みの似合う穏やかな表情。性別の違いのためか受ける印象こそ違えど、兄妹と言われても違和感はない。

「……ロゼリア嬢？」

　声が出せないまま黙りこくってしまったこちらを不思議に思ったのか、控えめにもう一度名前を呼ばれる。それでようやく我に返り慌てて淑女の礼を執る。

「申し訳ございません、少しぼうっとしてしまって……。あの、今日はアイリスと約束をしていたはずなのですけれど、彼女は……」

「実はそのことで彼女に頼まれたんですよ。この手紙をアイリスから預かってきたので、まずはこれを読んでいただけますか？」

　不思議に思いながらも手紙を受け取り中を開く。便せんには彼女らしい整った文字が並んでいて、急に体調を崩し行けなくなってしまったことへの謝罪とこの手紙を届けた彼を自分の代理として頼んだという驚くべき言内容が綴られていた。

（えっ、代わりって……今日はこの方と一緒に街へ行くということ!?）

　予想外の事態に驚き便せんから顔を上げると、申し訳なさそうに微笑む男性と目が合った。手紙の内容は彼も既に承知しているのか、どこか呆れた口調で笑う。

「アイリスは強引でしょう。せっかくしていた約束を当日に破ってしまうのは心苦しいからと、僕に代理を頼んできたんです。突然見知らぬ男が来ても君を驚かせてしまうだけだと言ったのですが……」

「い、いえそんな。でも、アイリスの体調は平気なのですか？　もしよければ、街に行くよりも今日は彼女のお見舞いを……」

「ああ、そこまで重篤なものではありません。アイリス自身、今日は君に楽しんできてほしいと言っていましたから、それはどうかお気になさらず」

「そう……ですか」

　心配だが、そう言われてしまえば仕方ない。小さく頷いたロゼリアに微笑み、彼は優雅な動作で手をさしのべた。

「そういう事情ですので、今日は一日僕に君をエスコートさせていただけますか？」

「あ……ええと、その……」

　そこでふと、そういえば自分はまだ彼の名前もアイリスとの関係も尋ねていないことに気付いた。はたして手を取ってしまっていいものか躊躇っていると、男性はこちらの迷いに気付いたのかさらに表情を緩めた。

「そういえば自己紹介もまだでしたね。僕はアイリスの遠縁の者で、リアム・リヴィングストンといいます」

（リアム・リヴィングストン様……！）

　それではやはり、彼はリヴィングストン侯爵家の嫡男だ。リヴィングストン家は子供が一人しかいないと聞いていたので、この家名を持ちなおかつこの年頃の人で考え得るのは彼しかいない。だから元々もしやという予感を持ってはいたが、実際にこうして目の当たりにして直接言葉まで交わしてしまうとどうしても萎縮してしまう。本来であれば自分程度の身分ではこんなに近づくことすらできない相手、なのにその彼は今自分のために手をさしのべて待ってくれている。こうなるとますます恐れ多くて思わず手を自分の胸元へ引っ込めてしまった。

　リアムは一瞬きょとんとした表情を浮かべたものの、無理強いすることはなく再び微笑みを浮かべ近くに控えていた従者に目配せする。すると心得た様子で従者がロゼリアがキャビンに乗りやすいよう手を貸してくれた。ロゼリアが無事に乗り込んだ後、続いてリアムも馬車に乗り込む。やがて恭しくドアが閉められ、二人を乗せた馬車は静かに進み出した。

（どうしよう……なんだか勢いに飲まれて乗ってしまったけれど）

　少しでも落ち着こうとアイリスからの手紙にもう一度視線を落とし、それからそっと隣に座るリアムの様子を窺う。馬車の中は広く、隣り合っていても二人の距離は空いている。とはいえ家族以外の異性と二人きりで馬車に乗るのは初めての経験で、否が応にも体に力が入ってしまった。明らかに緊張するロゼリアを安心させるように微笑み、ふとリアムが口を開く。

「……その帽子」

「えっ？」

「随分つばの大きな帽子だなと思って。それを被ると前が見えづらくありませんか？」

「あ……いえ。その……これがないと顔が――瞳が見えてしまうので」

　そういえば、リアムはこちらの瞳を見ただろうか。不安になりますます俯いたロゼリアの耳に、柔らかな笑い声が届く。

「そんなに固くならないで。君の瞳のことは聞いています。ですから、この中でまでそんな風に隠さなくてもいいんですよ」

「……」

　本当だろうか。自分の左右違う色の瞳を見れば大抵の人が嫌悪感を示すものだ。しかし優しく促す声にはなんだか抗いがたくて、しばらく迷ってからおずおずと帽子を脱ぎ彼の方を向く。どうなるか心配だったが、向けられた優しい微笑みに変化はなかった。

「……恐ろしくはないですか？」

「恐ろしい？　どうしてです、そんなに綺麗なのに」

「綺麗……？」

「ええ、一度見ただけでたまらなく視線を奪われる――君の瞳はとても美しくて魅力的です」

「……」

　初対面の相手にそんな風に言ってもらえたのは初めてだ。どう答えていいか分からず、ただただ頬に熱が上る。

「でも……普通は皆、悪魔に魅入られた瞳だと言って嫌がりますよ」

「まあ、この国ではそう言う俗説があるようですね。でも他国では左右色の違う瞳を珍重する場所もあるんですよ」

「そう……なのですか？」

「ええ。僕はこれまでいくつかの国を巡ってきましたが、場所が違えば別の意味を持つことはよくあるものですよ。たとえば隣国では、君のような瞳は悪魔に魅入られたどころか天使の生まれ変わりの証しだと言われます。だからもしロゼリア嬢が隣国を訪れたなら、きっと周囲の人々は羨望のまなざしで君を見つめるはずですよ」

　冗談めかした口調といたずらっぽい微笑みに、ロゼリアの表情もつられて和らぐ。それが本当なのか冗談なのかは分からなかったが、心遣いが嬉しかった。

「それなら……難しいでしょうけれど、いつか一度でいいからわたしも隣国へ行ってみたいです」

「君が望むなら行けますよ。そのときは僕があの国を案内しましょう。とても美しい国ですよ」

「ええ、ありがとうございます。もしその機会があれば……是非」

　望んだところで恐らく無理だということは分かっていても、その空想はとても甘美だった。別に羨望でなくてもいい、この瞳を恐れられることのない場所に行ってみたかった。そうすればこんな帽子を被らずとも堂々と胸を張って歩くことができる。だが――婚姻後のフレッドはきっと、旅行どころかロゼリアが人前に出ることすら許しはしないだろう。そもそも、たかが子爵家の娘が侯爵家の嫡男と旅など出来るわけがない。だからこれは本当にただの空想……それなら今くらいどんな光景を夢見たって構わないはずだ。

「そのときはアイリスも一緒に誘いたいですね。そうしたらきっともっと楽しいです」

「ああ……たしかに、誘わなかったらへそを曲げるかもしれません。よくご存じでしょうが、あれは君のことをとても大切にしていますから。学園生活の話を聞いても、話すのは君の話ばかりですよ」

「そ、そうなのですか？　知りませんでした。でも……嬉しいです。わたしも、その……彼女のことが大好きなので」

　本人の前ではないとはいえこうして素直に想いを口に出すのは少し気恥ずかしくて、頬が熱くなるのを感じながら俯く。すると何故か少しの間奇妙な沈黙があり、それからどこか嬉しそうな声が返ってきた。

「ありがとう。それを聞いたらアイリスもきっと喜びますよ。伝えておきましょう」

「い、いえそんな。照れくさいので内緒にしておいてください。それにしても、彼女とは遠縁と伺いましたけれどとても仲がよろしいんですね」

「え？　ああ、まあ……そうですね。他に兄弟のいない僕にとっては妹のような存在というか……なので今日のように何か頼まれごとをされるとどうにも断れなくて。もっとも、今日のお願いは僕にとっても幸運でしたが」

「え……？」

　そこで言葉を切り、リアムは冗談とも本気ともつかない微笑みを浮かべじっとロゼリアを見つめる。思いがけずまっすぐな視線を向けられてどきりと鼓動が跳ねた。それは一体どういう意味なのか尋ねたかったが、言葉の続きを聞く前に馬車が停まった。

「街に着いたようですね。じゃあ行きましょうか」

　様々な店が建ち並び多くの人が行き交う商店通りを見て回るには馬車は不向きだ。二人は馬車を降り、直接歩いて散策することにした。馬車内での交流で少し気が緩んでしまっていたのか、今度は差し出された手に自然と自らの手を重ねてしまった。すぐにはっと気付いたもののその頃には既に手は優しく繋がれていて、今更振りほどくことはできなかった。

　護衛も兼ねた従者は少し離れたところから二人を見守っているようで、後ろを振り向いてみても人混みに紛れ姿を判別することは難しい。そのため、しっかりと守られていながらもまるで本当に二人きりで歩いているような気分だった。

「街に来るのは初めてだと聞いていますが……」

「はい、学園に入学するときに馬車に乗って通り抜けただけで、こうして実際に歩いてみるのは初めてです。それにわたしの故郷はどちらかというとのんびりとした田園地帯なので、こんなにお店が並んで賑わっているのを見るのも初めてで……人もたくさんいるんですね」

「ホリデー中なのでなおさら人通りは多いかもしれません。街のことは僕が案内しますが、どこか気になる場所があったらいつでも言ってくださいね」

「ありがとうございます、リヴィングストン様」

　はぐれないように力の込められた手をそっと握り返す。と、不意にリアムの足が止まり穏やかな瞳がこちらを向いた。

「ひとつわがままを言ってよければ……僕のことは、できれば名前で呼んでいただけませんか」

「え？　……あ、そうですよね、リヴィングストン家は広く名が通っていますものね。気が利かなくてごめんなさい」

　リヴィングストン家が市民から恨みを買っているという話はこれまで一度も耳にしたことはないが、余計なトラブルを招きかねない軽率な行為は慎むべきだろう。納得し真面目な顔で頷くと、リアムは何故か少し照れくさそうな表情で視線を逸らし曖昧な相づちを打った。

「ああ、いや……まあ、そういう理由もありますね。ともかく、僕のことはどうぞ名前で呼んでください」

「……？　分かりました、では……リアム様とお呼びしますね。わたしのこともどうぞ気軽に呼んでください。できれば敬語も……なんだか緊張してしまいますから」

「そうですか？　……じゃあ、僕もアイリスと同じように呼んでもいいかな」

「はい、もちろんです」

「ありがとう――ロゼリア」

　名前を呼んだ途端、リアムの耳元が少しだけ赤くなったように見えたのは気のせいだろうか。首を傾げながらも帽子を深く被り直し、再び歩き始める。初めて歩く通りには美しいドレスを扱う店や可愛らしい雑貨を扱う店、まるで芸術品のような菓子をショーウィンドウに並べる菓子屋などロゼリアの興味を引くものがたくさんあった。そのたびに思わず足を止めてしまってなかなか散策は進まなかったが、リアムは不機嫌になるどころかはしゃぐロゼリアを見てひどく満足そうだった。

「ふふ、段々ロゼリアの好みが分かってきたよ」

「あ……っ。ごめんなさい、わたしばかり楽しんでしまって。退屈ですよね」

「そんなことないよ。楽しそうな姿を見ていると僕も楽しいからね。そうだ、甘いものが好きなら近くに評判のパティスリーがある。カフェも併設しているから、休憩がてら行ってみようか」

「いいんですか？　い、行きたいです……！」

「もちろん。案内するよ」

　明るく手を引かれ、彼の後をついていく。最初は緊張していたが、リアムといると不思議と安心して気持ちが和んだ。どちらかというと人見知りの自分が初対面の彼にこんなにも心を許してしまうのは、やはり大好きな友人に雰囲気や顔立ちが似ているからだろうか。

　カフェでの休憩のときもその後また街を歩き始めたときも、リアムは至極スマートにエスコートしてくれた。街歩きに慣れないこちらが何かと戸惑わないよう、彼がさりげなく心を砕いてくれていることは言動の端々から伝わってきた。そうして楽しい時間はあっという間に過ぎ、シエラへのみやげに焼き菓子を買って店を出た頃にはもう西の空に少しずつ夕暮れが滲み始めていた。

「そろそろ帰った方がいい時間かな。あまり遅くなってしまうと、寮で待っている君のメイドも心配するだろうし」

「そうですね……」

　不思議なもので、別れの時間が近づくと寂しく思ってしまう自分がいる。本来ならこうしてリアムの隣を歩く機会など自分の人生の後にも先にもあったはずはなく、今日が終わればきっともう会えないであろう人だ。名残惜しさを感じながらも、今日一日の楽しかった記憶を胸に秘めてこくりと頷く。

　馬車の停めてある場所まで戻りながら小さな露店の前を通りかかったとき、ふとあるものに目が留まり足を止めた。

「どうかしたの？」

「あ……ごめんなさい、最後にもう一つだけ見ても構いませんか？」

「もちろんいいよ。……そのラベルピンが気になるの？」

　ロゼリアの見ている方向を追い、リアムも並んだ商品に視線を落とす。それは小さな花を集めたデザインの銀の飾りに小さな石がついたごくシンプルなデザインのものだったが、何故か妙に目に留まった。二つ並んだそれの一方は深く澄んだ冬の湖に似た青色、そしてもう一方は可憐に咲く菫のような紫の色で、まるでアイリスと自分の瞳の色を模しているようだった。幸い両方購入しても自分の手持ち金で充分手の届く金額だったので、迷うことなくどちらも買い求める。気のいい店主は愛想良くラベルピンをひとつずつ別々の袋に入れて手渡してくれた。しかしそれを受け取る瞬間、不意に強い風が吹いてロゼリアの帽子のつばを大きく煽った。途端、店主と目が合い相手の表情が驚愕に変わった。

「あ……っ！」

　見られてしまった。笑顔だった店主の顔が一瞬にして怪訝そうなものに変わり、受け取りかけていた袋も震えて商品を並べていた平台に落ちる。ロゼリアは慌てて深く帽子を被り直し、体を固くして俯く。だが耳に届いたのは店主の恐れを含んだ言葉ではなく、穏やかで柔らかな声だった。

「失礼、手が滑ってしまったようだ。これは受け取っていくよ」

（リアム様……）

　すぐ近くで感じる温もりにおずおずと顔を上げれば、店主からロゼリアを隠すように立つリアムの長身の背中が見えた。間近に感じる温もりに、冷えていた手が少しだけ熱を取り戻す。

「あ、ああ、ええ……。ところでその、お連れさんの目……」

「彼女の目が何か？」

「ええ、その……色が……普通とはちょっと違ったような……」

「ああ、彼女の目はとても美しいからね。たしかに人とは違うほどに美しいけれど、それがどうかしたのかな」

　にこやかながら有無を言わせぬ強い口調は、それきり店主の言葉を途切れさせる。袋を受け取ったリアムはこちらを振り向き、そっとロゼリアの背中を押して歩き出した。周囲で他に瞳のことを気付いた者はなく、馬車に乗り込んだところでロゼリアはほっと息をついた。

「……大丈夫？」

「はい……。リアム様、ありがとうございました。わたしの不注意でごめんなさい」

「どうしてロゼリアが謝るの？　君は何も悪いことはしていないし、謝られるようなことがあったとも思っていないよ」

　優しい言葉にロゼリアも微笑みを返す。ゆっくりと馬車が走り出したとき、リアムはふと思い出したように先ほどの露店で受け取った袋を取り出す。

「そうだ、さっき僕が受け取ったままだったから渡しておかないとね。同じデザインのものを二つ買っていたようだけれど、そんなに気に入ったの？」

「いえ、ひとつはわたしのですけど、もうひとつはアイリスへ渡そうと思って」

「アイリスに？」

「はい。彼女も今日の約束を楽しみにしていたのでせめておみやげをと思って。あまり高い品物ではないので、少し申し訳ないですけど」

「そんなことない、きっと喜ぶと思うよ。よければ僕から渡しておこうか」

「ありがとうございます。では……お願いできますか？」

「うん。どちらを渡せばいい？」

「ええと……」

　少し迷ってから、紫の石がついたラベルピンの袋をリアムに渡し、青色の石の方は自分の手のひらに乗せてみる。窓の外から差し込む夕日が石の深い青に差し込んで、きらりと瞬いた。その美しさに口元をほころばせ、改めてリアムへとお礼を告げる。

「リアム様、今日は本当にありがとうございました。おかげさまでとても楽しい一日を過ごせました。リアム様にも今日のお礼をしたいのですけれど、何か出来ることはありませんか？　わたし程度ではあまり大したことも出来ないかもしれませんが……」

「どういたしまして。こちらも楽しい時間を過ごせたからお礼なんて必要ない……と言いたいところだけど、実は今ちょうど悩んでいたことがあって。君がいれば解決できるんだけど、よければその好意に甘えさせてもらってもいいかな？」

「はい、もちろん。わたしに出来ることならなんなりと……どういったことでしょう？」

「ありがとう、すごく助かるよ。お願いしたいことというのは、来週末に開かれるパーティーで僕のパートナーとして君に同行してもらいたいんだ。父の代理でどうしても参加しなければならないのだけれど、パートナーを同行させることというのが条件に入ってしまっていてね」

「えっ、パートナーとして同行……ですか？　で、でもわたしじゃ……」

　貴族の心得としてパーティーマナーなどは一応一通り身につけてはいるが、正直きちんと参加したことは片手で数えられるほどしかない。そもそも、わざわざ自分のような相手にパートナーを頼まずともリアムならもっと素敵な女性をいくらでも誘えるはずだ。けれどおずおずとそう尋ねたロゼリアにリアムは小さく首を振った。

「それがそうもいかないんだ。生憎ここ数年ずっと外遊に出ていたから、同年代の女性の知人がほとんどいなくて」

「では、アイリスは……？　彼女ならきっとよいパートナーになってくれると思います」

「うーん、彼女は人混みがあまり得意ではないんだ。今でこそ大分健康にはなったけれど、君も知っての通り小さい頃は床につきがちだったしね。またそんな風に寝付いてしまうんじゃないかと思うと頼みづらいな」

「あっ、たしかにそうですね……。でもわたしでは、リアム様のパートナーにはあまりにも分不相応では……」

　今日のような散策とは違い、パーティーでは顔を隠すことも出来ない。こんな瞳を持つ娘をパートナーとして同行させたら、きっと悪い意味で周囲の注目を集めてしまうだろう。

（わたしのせいでリアム様にまで嫌な思いをさせてしまいたくない……）

　けれどこちらの不安は全てお見通しなのか、リアムは力強く微笑み安心させるように言った。

「大丈夫、何も心配しないで全て僕に任せて。ロゼリアは来てくれるだけでいい。……君の助けが必要なんだ」

「……」

　そこまで言われれば断ることなどできない。戸惑いながらも了承するのとほぼ同時に、馬車は学園の敷地内へと入っていった。






　それから数日後、ロゼリアの元にリアムからたくさんの荷物が届いた。シエラと二人でそれらの中身を確認し、唖然とする。

「すごい……。これ、パーティーに必要な一式全部揃ってますよ！」

　シエラの言うとおり、箱の中にはドレスから始まり靴、アクセサリー、小物に至るまで多くのものが入っていた。そのどれもが派手ではないながら明らかに質の良いもので、なおかつ驚くほどロゼリアの好みに合ったものだ。

（そういえば、この前一緒に街に行ったとき〝好みが段々分かってきた〟と仰っていたような気がするけれど……まさか、このためではないわよね？）

　ロゼリアよりもはしゃいだ目でドレスを眺めていたシエラは、突然何かに気付いた様子で瞳を輝かせた。

「はっ！　こんなにも心を尽くしてくださるなんて、もしかしてリアム様はお嬢様のことを特別な相手として思っていらっしゃるんじゃ……」

「シエラ、冗談でもそんなことを言うものではないわ。リアム様に失礼よ」

「でもお嬢様、何とも思っていない女性にここまでの品物を贈ったりするものですか？」

「さあ……それは経験がないから分からないけれど。多分、わたしではあまりよいドレスも持っていないだろうと思われたのではないかしら。見た目が平凡なのは変えようがないけれど、パートナーとして隣に立つ以上せめて釣り合いのとれたものを着てほしいという意味なのかも……」

「もう、お嬢様！　その謙遜深くて控えめな性格は長所だと思いますけど、もっとご自身に自信を持っていいんですよ。たとえこのドレスがなくても、お嬢様はとてもお綺麗です！」

　眉を怒らせたシエラの力強い言葉にも曖昧に微笑むしかできない。幼い頃から周囲の悪意ある視線に晒され慣れたせいで、ロゼリアの自己肯定感は極端に低かった。そんな主の姿を少し切なそうに見てから、シエラは場の雰囲気を変えるように明るい声を出す。

「でも本当に素敵ですねえ、どれもこれもお嬢様に絶対似合うものばかり。ああ、これを着たお嬢様を見るのが今から楽しみです」

「リアム様の心遣いはありがたいけれど……こんなにたくさん、さすがに高価すぎて受け取れないわ。今からでもお返しした方がいいんじゃないかしら」

　この前のお礼としてリアムの頼みを受けたのに、これではまるで逆だ。贈り物の山を前にして戸惑っていると、不意にドアをノックする音が聞こえた。

「あら？　どなたでしょう。今はこの建物にほとんど人はいないはずですけど……はいはい、今開けます」

　シエラが駆け寄りドアを開ける。すると廊下にいたのは同じくホリデーを学園の教員寮で過ごしていたオスカーだった。いつもならロゼリアに会うときは他人の前でもない限りいつも満面の笑顔を浮かべている彼だが、何故か今日は表情が少し苦々しい。

「やあロージィ、シエラ。邪魔するよ」

「まあ、オスカー様！　どうしてこちらに？　たしかこの寮は男性の入室は禁止じゃありませんでしたっけ」

「本来はそうだが用事があってね。きちんと寮母さんに断って入ってきたよ。……それはそうと、すごい荷物の山だな」

「お兄様、実は……」

「分かっているよ。リアム様からの贈り物だろう……まさかここまでとは思っていなかったが」

「えっ、どうして分かったのですか。それにお兄様はリアム様のこともご存じなの？」

「ん……うん、まあ。とある縁で知り合ってね。実はつい昨日も茶に誘われたというか、ほぼ強制的に呼び出されたというか……」

　兄にしては珍しく歯切れの悪い口調で、後半部分に至っては声が小さすぎてよく聞こえなかった。とはいえ、二人が知り合いであることはたしかのようだ。屋敷にいた頃に侯爵家と接する機会などはほぼなかったはずだから、故郷を出た後に知り合ったのだろう。

「とにかく、そのときに彼からロージィに伝えてほしいと伝言を言付かってきたんだ」

「伝言……ですか？」

　オスカーは小さく頷き、ひとつため息をついた後リアムから言付かったという伝言を教えてくれた。いわく、あまりにもたくさんのものを贈ってしまったからロゼリアは遠慮して――あるいは怖がって受け取るのを躊躇うかもしれない。なので、安心して受け取ってもらえるよう兄であるオスカーから口添えしてほしい……そんな内容だった。

「そうだったんですか。でもこんなに高価そうなものをたくさん……本当にいいのでしょうか」

「気にすることはないよ、ロージィ。彼はとにかくおまえに似合うだろうと思って色々と贈ってしまったそうだから、こういうときはむしろ快く受け取ってあげた方が親切というものだ」

「オスカー様にそんな伝言をお願いするなんて、お嬢様が気を揉まないようにしてくれたんですね。侯爵家の方なんてもっとつんけんしてるのかと思ってましたけど、リアム様ってお優しい方なんですねえ」

「優しい……まあそこを否定はしないが、何事にも用意周到な気がして私はそこが怖いがな……。今回のことだって一体どこから計画のうちだったのか……」

「オスカー様、何をお一人でぶつぶつ言ってらっしゃるんです？　とにかくお嬢様、当日は私がいつも以上に腕によりをかけてお支度させていただきますからね！　そうと決まれば、当日に向けて早速今日から準備しなくちゃ。マッサージ用のアロマオイルは予備があったかしら。ああ、忙しくなってきた！」

「シ、シエラ？　そこまで気合いを入れなくても……普通で、普通でいいのよ？」

　けれどすっかりスイッチの入ってしまった彼女には聞こえていないようで、ロゼリアはオスカーと顔を見合わせた。






　そうしてついに迎えたパーティー当日。宣言どおり今日まで主を磨き上げたシエラの手により、ロゼリアはデビュタント以上に華やかに美しく仕上げられていた。高い位置で結い上げられた髪は白いうなじを映えさせ、細い首を一層繊細に魅せている。リアムから贈られた質の良い品物たちと相まって今日のロゼリアはただの子爵令嬢には見えなかった。

「素晴らしいです、お嬢様！　ここが寮の一室でなければどこぞの姫君だといっても疑いませんよ。オスカー様もそう思いますでしょ？」

　頬を高揚させ満足げなシエラの隣で、ロゼリアを心配してやってきていたオスカーも真面目な顔で頷く。

「そうだな。私の妹はいつでも世界中のどんな令嬢より愛らしいと思っていたが、今日は特に美しい。神々しささえ感じる」

「……」

　二人の至極本気の褒め言葉にロゼリアは苦笑するしかできない。その感想は明らかにただの身内の欲目であると思ったけれど、それを言うとさらに何倍もの褒め言葉が返ってくるので黙ったままでいる。

「このお嬢様を見たら、きっとリアム様も心を奪われますよ。お嬢様、頑張ってくださいね！」

「シエラったらまた……。そういうことは冗談でも言ってはだめと言ったでしょう。それに一体何を頑張るというの？　今日のわたしはただ間に合わせのパートナーというだけよ」

「でも、これからは分からないじゃないですか。もしそうなったらきっとお嬢様は今より何倍も幸せになれます。あんな男が婚約者じゃなかったら、もっと……」

「シエラ」

　柔らかく名前を呼び、小さく首を振る。それ以上は言っても仕方のないことだ。

「そろそろ迎えに来ていただける時間だわ。下に降りて待って……お兄様？」

　ふと、兄がなんとも複雑な表情を浮かべていることに気付き足を止める。オスカーはこちらをじっと見つめ、何を言おうか迷っているように何度か口を開閉させてから苦い声を絞り出した。

「ロージィ。その……くれぐれも気をつけて行ってくるんだよ」

「……？　はい、分かっています。決してリアム様のお邪魔にならないようしっかり務めてまいります」

「ああ、そうではなくて気をつけてほしいのは彼の……。……いや、やっぱりなんでもない。すまなかったね、とりあえず兄からの忠告をしっかり心に留めておいてくれ」

「……？」

（お兄様、何か言いたそうだったけれど……どうしたのかしら）

　不思議に思ったもののオスカーはそれきり何も言わず、ロゼリアはシエラに背中を押され寮の入り口へと向かった。






　迎えに来た馬車に揺られ今夜の会場へ到着する。ゆっくりと馬車が停まると、開いたドアの向こうに既にリアムが待ってくれていた。それから微笑みと共に何かを差し出されて瞳を瞬かせながらそれを受け取る。

　受け取ったのは目元を隠すタイプのベネチアンマスクだった。豪奢な作りのもので、これをつければ当人の顔や瞳よりも華麗で緻密な飾りに視線が向くことだろう。

「今夜はマスカレードなんだ。だから君もこれをつけて」

「は、はい」

　戸惑いながらもマスクを装着し馬車を降りる。リアムのエスコートを受けながら会場内へ入っていくと、たしかにそこにいる人々全員が様々なデザインのマスクをつけて笑いさざめいていた。こちらに注目する人はおらず、いつも向けられる厭うようなまなざしもない。

　とはいえ、ただでさえこういった場に参加するのは片手で数えられる程度しかないのに、さらにマスカレードに参加するのは初めてだ。向けられる視線はなくとも慣れない空間に緊張で身を固くしていると、隣から伸びた温かな手がそっとこちらの手を包んでくれた。距離が近づき、耳元に優しい声が落ちる。

「大丈夫、緊張しないで。今夜は僕がきちんとエスコートするから」

「……っ」

　耳朶へ吐息の当たる感覚に頬が熱くなり、体にほんのわずか震えが走る。けれど決して嫌な感覚ではなく、これまで経験したことのない不可思議な気持ちにロゼリアはますます顔を赤くしたが、ちょうどそのとき夫婦らしき二人連れの参加客が声をかけてきたのでこちらの反応をリアムに気付かれずに済んだ。

　彼らはどうやらリアムの知人のようで、挨拶をしたロゼリアに興味深そうな視線を向けてリアムの肩をぽんと叩く。

「珍しい、あなたが誰かをエスコートしてくるなんて初めてのことじゃないの。この可愛らしいお嬢さんは一体どなた？」

　艶やかな笑みを浮かべた婦人の質問に一瞬どきりとしたが、ロゼリアが口を開く前に傍らでリアムの冗談めいた声が答える。

「いやだな、今夜はマスカレードですよ。そんな質問はこの夜には似合いません」

「はは、たしかにその通りだ。このマスクをつけている以上、今夜は詮索は無用だな。……しかし、今夜のこの趣向は君の発案だと聞いたが、もしやこの追求を避けるためだったのかな？」

「いえ、そんなつもりは。ただ、何かいつもとは違う夜にしたいと言われたのでいくつかアイデアを出しただけですよ」

「ふうん？　ではそういうことにしておこう。ごきげんよう、可愛らしいお嬢さん」

　意味ありげな笑顔を残し、夫婦はまた人混みの中に消えていった。二人きりになり、ロゼリアはそっとリアムを見上げる。

「リアム様、さっきのお話は……」

「ふふ、どうだろうね」

「……」

　否定も肯定もなかったが、いたずらっぽい微笑みは雄弁な答えだった。どう反応していいか分からず、再び顔が熱くなるのを感じながら視線を下げる。すると会場内に優雅な演奏が響き、中央でダンスが始まるのが見えた。

「ロゼリア、ワルツは踊れる？」

「はい、ステップは習ったので一応は。でも人前で誰かと踊った経験はまだ……」

　本来なら、この年頃の貴族令嬢は誰しも婚約者と共にワルツを踊った経験があるはずだ。だがロゼリアは出席した数少ないパーティーの中でも、フレッドからダンスに誘われたことは一度もなかった。それどころかエスコートすらされず、いつも壁の花になりながら他の令嬢と踊る婚約者を見ているだけだった。

　仮にも貴族令嬢でありながらそんな答えしかできない自分を恥ずかしく思っていると、繋いでいた手をそっと引かれた。

「あ……っ」

「それなら僕が初めての相手になりたいな。レディ、一緒に踊っていただけませんか？」

　近い距離で見つめ合った瞳は笑みを含んだ口調とは裏腹に思いのほか真剣だった。その視線に飲み込まれるように頷くと、リアムはどこか安堵したように微笑む。

　人前での初めてのワルツは、リアムの上手なリードのおかげかスムーズに踊ることが出来た。彼の腕に抱かれ音楽に身を委ねていると胸の中が幸福感で満ち、まるで夢の中にいるようだった。

　そんな時間を過ごすうちに、不意にふらりと足下が揺れた。久しぶりの社交の場に自分が思うより舞い上がっていたのかもしれない。のぼせたように体が熱く、頭が少しぼうっとする。それとも先ほど少し口にしたデザートがよくなかったのだろうか。ほとんどアルコールは飛んでいたはずだが、後味にウイスキーの香りが残っていた。

「ロゼリア、大丈夫？」

「はい……平気です。ちょっとぼんやりするだけで……」

「人酔いかな。とにかく、ここじゃ落ち着いて休めないだろうし少し外の風に当たろう」

　支えられながら会場を出て庭園へ移動する。今が盛りとばかりに咲き誇る花々を白い月光が照らすそこは、会場内の喧噪けんそうが嘘のように静かだった。あずまやのベンチに腰を下ろし、マスクを外して熱くなった頬を夜風で冷ます。

「何か飲み物でももらってこようか」

「いえ、このまま少し休んでいれば大丈夫です。こんなに楽しいパーティーは初めてで、少しはしゃぎすぎたのかもしれません。リアム様、本当にありがとうございます」

　いつもは隅でただ小さくなって、終わりが来るのを待っているだけだった。そんな自分がこうしてパーティーを楽しめる日が来るなんて想像もしていなかった。ロゼリアの心からのお礼にリアムは一瞬切なげに眉を寄せたが、すぐに優しく微笑み隣に腰を下ろした。

「お礼を言うのはこちらの方だよ。……ロゼリア、よかったら僕に寄りかかって。その方が体勢が楽だと思う」

　そっと肩を引き寄せられ距離が縮まる。心遣いに甘えて彼の肩に頭を寄せると、伝わってくる温もりが心地よかった。

（不思議。男の人とこんなに近づいているのにどうして緊張よりも安心感の方が強いのかしら。……アイリスに似ているから？）

　ふとそんなことを思いリアムを見れば、凛とした横顔にアイリスの面影が重なった。彼の深い青色の瞳は本当に彼女とよく似ている。頭がぼうっとしているからかいつもより思考も鈍く、慎みも忘れてじっと彼を見つめてしまう。すると視線に気付いたのかリアムが気恥ずかしげに微笑む。

「どうしたの、僕の顔に何かついてる？」

「あ……不躾に見つめてしまってごめんなさい。その、リアム様はアイリスによく似ているんだなと思って」

「ああ、うん……。そうだね、やっぱり親戚だからかな」

（やっぱり似ている。その笑い方も、少しだけど声の感じも）

　そういえば、アイリスのことも最初はこうしてまっすぐ見つめられたのに、ホリデーが始まる前はどうにも気まずい感じがして視線を合わせづらくなっていた。だからこうしていると、彼を通してアイリスのことも見つめることができている気がしてなんだか嬉しかった。……こんなことを考えてしまうなんて、やはりまだ思考がふわふわしているのかもしれない。そのせいで口からも考えるより先に言葉が零れ出てしまう。

「わたし、最近アイリスとまっすぐ視線を合わせられなくて。彼女とフレッド様――わたしの婚約者が一緒にいるところを見ると、すごく胸の中がもやもやするんです」

「……」

　夜風に溶けそうなほど小さな声で呟いた言葉は、彼に話すというよりも完全な独り言だった。けれどそんな呟きを聞き漏らさず、隣から押し殺したような声が尋ねる。

「それは……嫉妬？」

「嫉妬……どうなのでしょう、そうかもしれません。一緒にいるのがわたしじゃないことが嫌なのかも……そんなことを思う権利も資格もわたしにはないのですけれど」

「そんなことはないよ。婚約者なら当然のことだと思う」

　どこか固い声音からは感情が読めない。しかしリアムの考えていることと自分の想いはどうも異なっている気がして、思わず間の抜けた声が漏れてしまった。

「え？」

「え？」

　つられてリアムも怪訝そうに首を傾げる。しばしお互いに沈黙した後、先に口を開いたのは彼の方だった。

「そうではないの？　なら、君が嫉妬している相手は……」

「……」

　改めて考えると言葉に詰まる。しかし、そう――自分が一緒にいられなくて嫌なのは婚約者に対してではない。隣をいつでも独占していたいと思うのはアイリスに対してだけで、周囲に向けられるまなざしや言葉も全て自分に向けて欲しいと思うのも彼女にだけだ。

　自分でも気づいていなかった独占欲に気付き、そんな感情を抱いている自分の浅ましさにかっと頬が熱くなった。恥ずかしさに慌ててリアムから距離を取り俯く。

「ごめんなさい、忘れてください。わたし、今ぼうっとしていて変なことを言ってしまっているだけなんです。だから、そのアイリスには――」

「ロゼリア」

　言い訳めいた言葉を断ち切るように名前が呼ばれ、立ち上がったリアムに正面から見つめられる。月光の中でも分かる熱いまなざしと目が合った途端全身に稲妻が走るような奇妙な衝動に駆られ、咄嗟に顔を横に向けて視線を逸らす。すると無防備に晒された首元に柔らかく唇が触れた。火照った肌に熱い吐息が当たり、夜気に晒された肌がわずかに粟立つ。
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「……きちんと我慢するつもりだったのに……」

　押し当てられた唇の合間で何かとても小さな囁きが落ちた気もしたが、それはあまりにもささやかすぎて耳までは届かなかった。頭の中はぼんやりとしたままなのに皮膚の感覚だけはどういうわけか鋭敏で、肌の上を滑る繊細な唇の動きを無意識に追ってしまう。

　抑えつけられているわけではないので逃げようと思えば容易に逃げられるはずだが、触れられた部分から痺れを感じて身動きが取れない。

「あ……っ」

　唇が首筋を掠めた瞬間、不意にちくりとわずかな痛みを感じ思わず声が漏れる。その声には自分でも信じられないほど甘さが滲んでいて、これまで聞いたこともない自分自身の声に混乱していると頬に熱い手のひらが触れた。潤んだ視界に鮮烈な青色の瞳が映り、それが少しずつ近づいてくるのを感じる。けれど鼻先が触れるほど近くまで距離が縮まった瞬間、無意識に顔を背け両手でリアムの胸を押していた。

「……だめ、です」

　乱れた息の下、彼の顔が見られないままどうにかその言葉を紡ぐ。いくら今夜が一夜限りの夢だったとしても、自分ごときが彼に触れていいはずがない。それにこれ以上はもう後戻りが出来ない――わけもなく強くそんな予感がした。

「……婚約者がいるから？」

「……」

　静かな問いかけに、少し迷った後で小さく頷く。そう答えることしかできなかった。体に走る震えを押し殺し息を詰めていると、やがて温もりがそっと離れていった。頬に触れていた手も離れ、代わりに優しく頭を撫でられる。

「……ごめん。そろそろ君を送るよ。あちらももうすぐ終わりの時間のようだし」

　その言葉に耳を澄ませば、会場から聞こえてくる喧噪もいつの間にか落ち着いていた。夢から目覚めた気分で小さく頷くと、こちらの手を引いてリアムが歩き出す。会場の入り口では来る時にも送ってくれたリヴィングストン家の馬車が既に出発の準備を済ませ待ってくれていた。

「ロゼリア、今日は本当にありがとう」

　馬車に乗るのを支えてくれたリアムの手が離れた瞬間、胸の中にふと名残惜しさがよぎった。その気持ちが伝わってしまったかのように離れかけた手が再び引き寄せられ、視線が重なる。

「……ねえロゼリア。アイリスは君が自分の望むようにしたとしても、きっと怒らないと思うよ」

「え……」

「君の望むままにするといい。……君にはその資格も権利もある」

　それは一体どういう意味なのだろう。だが尋ねるよりも先に手が離され静かにキャビンのドアが閉まる。やがて走り出した一人きりの馬車の中で、ふと深いため息が漏れた。

　目を閉じると今夜の思い出がよみがえってくる。いつものような壁の花ではなく明るい光と音楽の中ワルツを踊ったこと、周囲の目を気にすることなく前を向いて歩けたこと、それから――月光の下での夢のような時間。かすかに震える指がリアムの触れた箇所を撫で、自然と唇へ移動する。

（もしあのとき、そのまま受け入れていたら――）

　そう考えただけで体中がかっと熱を持ち、唇に触れる指先も燃えるように熱くなった。

（ばかね、何を考えているの。そんなことできるわけないじゃない）

　きっとあれは夢だったのだ。人に酔った自分と同じように、彼も月夜の怪しい雰囲気に惑わされてしまっただけのこと。忘れてしまおう、忘れてしまわなければならない。だって、そうしないと――。

「……リアム様」

　吐息だけで呼んだ名前に胸が苦しくなる。不思議だ、たった数回しか会ったことがない人なのにどうしてこんなにも心を占めてしまうのだろう。一緒にいた時間はそう長くないが、あの優しい声を、笑顔を、自分に触れた手の熱さを覚えている。

（だめ、忘れて。どうせもう会える機会なんてない）

　自分のような人間に会ってくれたのは、あくまでアイリスに頼まれたからだ。彼が自分にもう一度会いたいなどと思うはずはない。もしかしたら、なんて淡い期待すら抱くのは自分にとって毒だ。ロゼリアは大きく首を左右に振って頬に灯った熱を散らした。






　部屋に戻ると、帰りを待っていたシエラに笑顔で出迎えられた。なんでもオスカーも心配して待っていたそうだが、時間も遅くなってきていたので少し前に教員寮の自室へ戻ったらしい。

「お帰りなさいませ。お嬢様、パーティーはいかがでした？」

「ええ、すごく楽しかったわ。本当に……あんな時間は初めて」

「それはようございました！　……それで、リアム様とは？」

「えっ！」

　瞬間、頭の中に月光の下での光景が浮かんだが慌てて打ち消す。

「別に、何もないわ。ただ優しくエスコートしていただいただけよ」

「そうなんですか？　残念……お嬢様の美しさを見たらお心も向くと思ったんですけど」

「……そ、それよりもドレスを脱がないと皺になってしまうわね。手伝ってくれる？」

「もちろんです、どうぞこちらへ……あれ？　お嬢様、ここどうかなさったんですか？」

「え？」

「首の横ですよ、少し赤くなってます。いやだ、お嬢様の玉のようなお肌に……虫でもいたんでしょうか。あとで軟膏を塗っておきましょう」

　そういえば、庭園にいたときに一瞬違和感を覚えたことがあった。植物も多くあったし、あのときわずかに鈍い痛みがあったのはそのせいかもしれない。

「ありがとう。でも大丈夫よ、もう痛みも痒みもないし」

　心配そうなシエラに微笑み、ドレスを脱ぐ。結い上げた髪を下ろしいつものドレスに着替えると、今日という夢から完全に目覚めた気がした。

















第三章












　ホリデーが終わり最初の登校日。自分の屋敷に帰っていた生徒たちも戻り、学園内はいつもどおりの賑やかさを取り戻していた。校舎に向かって歩いていると背後から名前を呼ぶ声が聞こえ、久しぶりに聞く耳慣れた声に笑顔で振り向く。

「アイリスおはよう。久しぶりね、いいホリデーを過ごせた？」

「久しぶり。それが、あまり体調がよくなくて……ホリデーはほとんど部屋で過ごしていたの。そうだ、約束の日は行けなくてごめんなさい。代わりをお願いしたのだけれど、彼はちゃんとあなたを楽しませてあげられた？」

「リアム様のこと？　ええ、もちろん。とても優しく街を案内してくださって、すごく楽しかったわ」

「よかった。それで、別の日はパーティーのエスコートもしたと聞いたけど――そのとき、彼はその……何かあなたにひどいことをしたりしなかった？」

「え……っ」

　どこか歯切れの悪い質問に一瞬言葉を失う。

（ひどいこと……？　そんなのまるで記憶にないけれど。あの夜はすごく楽しかったし、すごくどきどきして……）

　思い出すだけで頬に朱が上る。慌てて横を向き、赤くなっているであろう頬を見られないように答える。

「いいえ、何もないわ。あの夜もすごく優しくしてくださったもの。どうして？」

「ああ……ホリデーが終わる前に一度会ったとき、なんだか落ち込んでいるようだったから。それで理由を聞いたら、あなたに悪いことをしてしまったって謝っていたの。それで私の大切な友達に何をしたんだろうって心配になって」

「リアム様が？　そんな、悪いことなんて全然……わたし何も気にしてないわ」

「本当……？　よかった、それを伝えたらきっと安心すると思う。今度会ったときに伝えておくわね」

　アイリスは安堵の微笑みを浮かべ胸をなで下ろす。そのとき、彼女の制服の襟元にきらりと何かが光っているのが見えて思わず声を上げてしまった。

「あっ、そのラベルピン。リアム様が渡してくださったのね」

「ええ、素敵なものをありがとう。これ、あなたと色違いなんでしょう？」

「そうなの。実はわたしも……」

　少し照れながら自分の襟元を示す。陽光に照らされた青い石は目の前の彼女の瞳と同じく眩しく輝いている。

「お互いの目の色に似ていたから、これを付けているといつでも側にいられるような気がして……あっ、でもアイリスがこっちの色の方が好きなら交換するわ」

「いいえ、こちらの色の方が好き。深く澄んで、落ち着いていて――何より、あなたの瞳の色だから」

　向けられたにこやかな微笑みにロゼリアも嬉しくなる。ふと、その笑顔にリアムのそれが重なってまた少し顔が熱くなった。

「ロゼリア？　どうかしたの」

「なんでもないわ。それより、遅刻しないように行きましょう」

　久しぶりの会話に花を咲かせながら校舎へ向かい歩く。けれど少し進んだところで前方に誰かが立っているのに気付いた。その人はこちらに――正確に言えばアイリスに気付くなり笑顔で近づいてくる。

（フレッド様……）

　すぐ近くまでやってきたフレッドはアイリスにのみ甘い微笑みを向ける。自分が来ればロゼリアは空気を読んで離れるはずだと確信しているのだろう、こちらに一瞬でも視線を向けることはない。

「おはようアイリス、会いたかったよ。君を待っていたんだ、校舎まで一緒に行こう」

　答えも聞かずフレッドはアイリスのすぐ隣に立つと彼女の背を押して歩き出してしまった。近い距離で寄り添う二人を見て、取り残されたロゼリアの胸にまた鈍い痛みが走った。そのとき、頭の中にふとリアムの言葉がよみがえる。

　――君の望むままにするといい。君にはその資格も権利もある。

（私が望んでいるのは……）

　衝動的に駆け出し、アイリスの腕を掴む。そしてそのまま彼女の腕を抱き寄せ強引にフレッドから引き離した。ロゼリアの突然の行動に、フレッドの目が大きく見開かれる。

「あ、あのっ。アイリスはこの後わたしと少し行く場所があって……前から約束していたんです。だから、その……ええと……ごめんなさいっ！」

　ぺこりと頭を下げ、アイリスの腕を引いて駆け出す。

「な……っ、おい、待……っ」

　背後から怒気を含んだ声が聞こえたが、振り向かずに校舎とは違う方向へ走る。目的地も分からないまま走り、周囲に誰の気配もなくなったところでようやく足が止まった。衝動が落ち着いてくると自分のしたことに改めて驚き、顔が熱くなった。

　正直、先ほどの行動にいちばん驚いているのは自分自身だった。いつもならフレッドへの反抗などとっくに諦めていたし、恐らく今頃怒り狂っているであろう彼を想像すると恐ろしくてたまらないのに、心はどこかすっきりとしている。

「……ロゼリア？」

　隣から小さく名前を呼ばれて、はっと顔を上げる。そうだ、急にしてもいない約束のことを言われて駆け出されたアイリスはきっと戸惑っているだろう。慌てて腕を放し謝ると、返ってきたのはどこか嬉しそうな微笑みだった。

「謝ることない。私を助けてくれたんでしょう？　ありがとう」

　アイリスの手がロゼリアの頭に触れ、走って乱れてしまった髪を直してくれる。柔らかな手の動きと近い距離に鼓動が早まり、なんだか妙に気恥ずかしさを感じて顔を伏せる。

「助けたというか、その……ただわたしが嫌だっただけなの。あなたの隣にいるのはわたしがよくて、だから……」

　口にすればするほど勝手な言い訳が恥ずかしく、最後の方はほとんど声にならなかった。いっそこのままどこかに逃げ隠れてしまいたいと思っていると、突然そっと抱き寄せられた。近くなった距離で感じる温もりは不思議と覚えがある気がした。

「ア、アイリス？　どうしたの？」

「……いいえ、何も。ただ、急にこうしたくなっただけ。嫌？」

「そうではないけれど、その……誰かに見られたら変に思われるかも。それに、そろそろ行かないと遅れてしまうんじゃ……」

「大丈夫、時間はまだ少し余裕があるしここなら今は誰も来ないわ」

「……」

　たしかに、今二人がいるのはもう使われていない校舎の側だ。わざわざこんな場所に、しかもホリデーが明けてすぐの登校時間にやってくる人間はいないだろう。耳元で聞こえた穏やかな声に体の力を抜くと、抱きしめる力が少しだけ強くなった。身長差もありアイリスの顔はよく見えない、けれど今はそれがありがたかった。

（わたしの顔もアイリスに見えなくてよかった。……きっとわたし、今情けない顔をしているわ）

　顔全体が燃えるように熱く、鼓動もうるさく脈打っている。いくら人との触れ合いに慣れていないとはいえ同性の友人にハグされたくらいでこんなに動揺しているなんて、照れくさくて彼女には知られたくなかった。

　そのとき、遠くから鐘の音が聞こえてくる。まもなく授業が開始されることを伝える予鈴だ。ゆっくりと腕が外され、距離が離れる。

「……そろそろ行かないとだめみたい。行きましょう」

　微笑みを浮かべたアイリスに手を差し出され、自分の手を重ねて歩き出す。彼女のしなやかな手は既にいつもどおりのひんやりとした感覚を取り戻していて、自分だけが熱を残したままなのがなんだか恥ずかしかった。

「そうだ。ねえロゼリア、今度の週末、時間はある？」

「週末？　ええ、特に予定はないけれど……どうして？」

「ホリデーの約束を守れなかったでしょう、だからもう一度あなたと約束をしたくて。……とは言っても、街まで出るのは難しいでしょうから学園内のカフェくらいになってしまうけれど。それでもよければ、どう？」

　そんな誘い、迷うわけもない。すぐさま大きく頷いたロゼリアにアイリスはにっこりと笑った。






　それから数日ほど経ったが、不思議なことにあれからフレッドが二人の側にやって来ることはなかった。てっきりその日に問い詰めに来るだろうと覚悟していたので少々奇妙ではあったが、来ないのならばその方が心は穏やかだ。放課後、用事があるというアイリスと別れて一人で寮へ戻りながら明日に迫った約束のことを考える。

（休日もアイリスと一緒にいられるなんて楽しみ。明日はきっと楽しい日になるわ）

　想像するだけで口元が緩み、胸の中が幸福感で満たされる。けれどそんな喜びは突然感じた痛みに一気に壊された。

「おい」

「きゃ……っ」

　背後から聞こえてきた声に振り向くより先に腕を掴まれ強く引かれる。そのまま無理矢理後ろを向かされて、怒りのこもった瞳で冷たく自分を睨みつけるフレッドと視線が合い体が震えた。一気に血の気の引いたロゼリアに鼻を鳴らし、フレッドは腕を掴んだまま近くの物陰へロゼリアを引きずり込む。

「この前のはどういうつもりだ？　あんな態度を取るとはいい度胸だな。しかも彼女の目の前でとは、どれだけ俺をこけにしたいんだ？」

「痛……っ」

　ぎりぎりと握りしめられる腕の痛みに思わず眉を寄せたが力は緩まない。恐怖と痛みにぎゅっと目を閉じて体を強ばらせていると、フレッドの声がさらに憎々しげなものに代わる。

「ふん、謝罪もなしか。アイリスを味方にしたとでも思っていい気になって……まあいい」

　突然腕を離され体がよろける。怯えるロゼリアにもう一度鼻を鳴らし、フレッドは冷たい嘲笑を浮かべた。

「本当に頼るべき相手が誰か、じきに彼女も分かるだろう、お前の味方なんて誰もいなくなる。そのときは多くの人間の前で僕に謝罪をさせてやろう」

「それは……どういう……」

　小さな声で尋ねたがフレッドはそのまま去ってしまい返事はなかった。不穏な言葉に嫌な予感を覚え、ロゼリアはまだ痛みの残る腕をもう一方の手でそっとさすった――そしてその嫌な予感はすぐに現実となって訪れた。

　不安を感じながらも寮に戻ったその晩、まもなく就寝時間という時刻に突然部屋のドアがノックされた。焦りを感じさせる打音にいつもとは違う雰囲気を感じてドアを開くと、そこには青い顔をした寮母が立っていた。

「こんばんは。どうかなさったのですか？」

「ええ、その……たしかあなたはオルブライトさんと仲がよろしいのよね。今日のこと、彼女から何か聞いていないかしら。それとも、帰りに何か言っていたりとか」

「今日のこと……？　アイリスは放課後図書館で調べ物があると言っていましたけれど、それ以外のことは特に何も……。何かあったのですか？」

　廊下からは他の部屋にも同じようなことを尋ねている別の女性教員の声も聞こえてきた。どうやら寮の全室に回って聞いているようで、アイリスに何かが起こったことはすぐに理解できた。

「いえ、なんでもないの。そう……分かったわ。ごめんなさいね、おやすみなさい」

　明らかになんでもないという雰囲気ではなかったが、寮母はそれきり口をつぐみドアを閉めた。寮内の落ち着かない空気を感じ取り、控えていたシエラも心配そうに寄ってくる。

「アイリス様、どうかなさったんでしょうか……」

「分からないわ。でももうすぐ就寝時間になるのにあんな風に尋ねて回っているということは、もしかしてまだ帰ってきてないんじゃ……」

　今日は新月で月光もなくすっかり夜の闇に飲まれてしまっているというのに、彼女は何処に行ってしまったのだろう。顔を青ざめさせた主を勇気付けるようにシエラがそっと肩を撫でてくれたが、胸を満たす不安は増すばかりだった。

　翌朝になっても寮内の空気は慌ただしいままで、一旦ロビーに集められた寮生たちに寮母と共に現れた女性教員が今日は全員寮内の自室にいるよう告げた。理由までは説明されなかったものの、厳しい表情と口調から全員が何事か緊急事態が起きているのだろうと察する。教員たちが去った後、部屋に戻ろうとしすると近くの令嬢たちの密やかな会話が耳に入った。

「先生ははっきり仰っていなかったけど、アイリス様に何かあったんでしょう？　もしかして、あの噂も関係しているのかしら。ほら、誰かに嫌がらせを受けていたとかいう……」

（え？　嫌がらせ……アイリスが？）

　思わず足を止めたロゼリアには気付かず彼女たちはひそひそと会話を続ける。

「ああ、それは本当らしいわよ。ホリデー前に彼女のテキストが汚されているのを見たと別の子が言っていたもの。まあ、だからといってここまでのことを引き起こすほどのものではなかったみたいだけど」

「でもあの方にはリヴィングストン家の後ろ盾もあるらしいじゃない？　そんな方に嫌がらせをするなんてよほどの愚か者ね。それとも、それほど深い恨みでもあるのかしら」

「あら、それなら考えるまでもないでしょ。そのどちらも合致する人がいるとしたら――」

　嘲りを含んだ瞳がふと上がり、思いのほか近くにいたロゼリアに驚き見開かれる。図らずも盗み聞きしてしまったことへの罪悪感もあり、ロゼリアは足早にその場を去った。

　自ら捜しに行くこともできず、自室の窓から外を眺めてただやきもきと時間が過ぎるのを待つ。やがて西の空が夕暮れに染まり始めた頃、廊下からざわざわと声が聞こえた。ドアを開けて覗いてみると、廊下ではアイリスによく話しかけていた令嬢たちが集まりほっとした表情を浮かべていた。

「ではアイリス様はご無事だったのね。特に大きな怪我もなかったようで何よりだわ。でもどうして旧校舎なんかに？　あそこはもう長いこと使われていないはずでしょう。それに犯人は？　もう捕縛されたの？」

「それが、見つかったときにはもう皆逃げてしまっていたみたいで……。連れ去られたときもすぐ目隠しをされてしまって狼藉者の顔は見ていないらしいわ」

「そう……。学園内の安全管理は厳しいはずなのに、こんなことが起きるなんて信じられないわ」

　連れ去り――聞こえてきた言葉にぞっとする一方、無事に見つかったらしきことも分かって胸を撫で下ろす。けれど、次いで聞こえてきた名前に動きが止まった。

「何にしても、マクファーレン様がいてくださってよかったわね。旧校舎に捕らわれているところを発見してくださったのはあの方なんでしょう？」

「そうらしいわ。フレッド様の他にも何名かの男子生徒が自ら志願して先生方との捜索に加わったそうだけど、すっかり忘れ去られていた旧校舎にまで捜しに行ってくださったのは彼だけだったって」

「……」

　指先に小さなとげが引っかかっているかのように、なんだかすっきりしない。どうしてここでも彼の名前が出てくるのだろう。ふと昨日のフレッドの歪んだ笑みを思い出して心が冷える。あの意味ありげな笑み、アイリスの連れ去り、そして困難に陥った彼女を首尾よく発見し保護したタイミングの良さ――本当に偶然だろうか？

　さすがにそれはないだろうと思うものの、馬鹿げた考えは頭から離れてくれない。そのとき、階下からアイリスが寮に戻ってきたという声が聞こえた。玄関へと向かう他の令嬢たちをロゼリアも慌てて追いかける。

　玄関前の広いロビーには既に多くの生徒が集まっていた。普段は男子禁制の女子寮だが今は騒ぎを聞きつけてやってきたと見える男子生徒もたくさんいて、寮母たちや捜索に加わっていたと見られる教員たちにも収拾がついていないようだ。その中にはオスカーの姿もある。

　そうして、玄関の外まで溢れる人だかりの中央には弱々しい表情のアイリスと、傍らで彼女の肩を抱き守るように支えるフレッドの凛々しい姿があった。

（アイリス……！）

　無事な姿が見られたことの安堵感に視界が滲む。こちらの視線に気付いたのか、顔を上げたアイリスの口元にかすかな微笑みが浮かんだ。だが彼女が何か言おうと口を開くよりも先に、冷たくこちらを見たフレッドがはっきりとした声でロゼリアを呼んだ。

「ロゼリア・エインズワース。こちらに来い」

　フレッドの厳しい声音に周囲の視線が一気にこちらを向き、自然と人混みが別れてアイリスたちとの間にまっすぐ道ができる。いつも以上の好奇の視線に晒され戸惑いながらもそこを進んでいくと、フレッドの刺すようなまなざしに見下ろされた。

「ロゼリア、君には失望したよ」

「え……？」

「子供じみた嫌がらせだけに飽きたらず、このような事件まで起こすとは。今回君がしたことは犯罪だぞ、分かっているのか？」

「お……おっしゃっている意味が分かりません。一体何の話をされて……」

「誤魔化すな。ここまで言われてもとぼけるとは、本当に往生際が悪いな」

　厳しい叱責の言葉にびくりと体が震え、言い掛けた言葉が止まってしまう。長年にわたりこの声で虐げられてきた心は本人の意思に関わらず怯えを感じ、喉を詰まらせる。

「今回の事件の首謀者は君だろう。君がアイリスに嫌がらせをしていたという目撃情報はいくつも上がっている。それに、犯人たちが逃げる際に落としていったと見られる犯行を依頼する手紙には君の名前もあった」

「……!?」

「実行犯は学園の警備兵が今追っているからじきに見つかるはずだ。あとは犯人たちの口から真実を問いただせば全ては白日の下に晒される。その前に自分から罪を認めれば、少しは悔い改めているのだろうとも思えたが……本当に残念だ」

「そんな……」

　嘘だ、そんなことがあるはずはない。しもしていないことの目撃情報など出るはずがないし、犯行を依頼する手紙だって見てもいない。だが周囲から突き刺さる視線は既に重罪を犯した犯罪者へのそれだった。ひそひそと交わされる会話にはわずかばかりの気遣いもなく、明らかな嫌悪と侮蔑、怒りに満ちていた。

　――お前の味方なんて誰もいなくなる。そのときは多くの人間の前で僕に謝罪をさせてやろう。

　フレッドの冷たい言葉がよみがえり、ようやくその言葉の意味を理解した。彼が言っていた〝そのとき〟は今だ。フレッドは変わらず厳しい表情を浮かべていたが、その目には先日のロゼリアの行動に対する鬱憤を晴らせた満足感が滲んでいるように見えた。

　貧血を起こしたときにも似た感覚が襲い、足下が揺らぎ周囲の音が遠くなる。うるさい耳鳴りが響く中、フレッドが続けて言った言葉はぐわんと歪みながらもはっきり聞こえた。

「ロゼリア・エインズワース。アイリスに行った数々の卑劣な行動、決して許すことはできない。今この時を持って、俺は君との婚約を破棄する！」

「……」

　口の中がからからに乾いて言葉が出てこない。どうにか飲み込んだ唾液は苦く吐き気がこみ上げてくる。

　正直なところ、先ほどの言葉は耳に届いていたがどうでもよかった。フレッドの蔑みの視線も周囲の侮蔑も慣れたものだ。今自分が辛いのはたったひとつ――目の前の彼女から向けられたまなざしだけだ。

「ロゼリア……」

　その声はかすかであってもまっすぐ耳に届いた。耳慣れた涼やかな声音に泣きそうになる。フレッドの言葉を彼女は信じてしまっているのだろうか。

（アイリス、違うの。わたしはあなたに何もしてない）

　庇うように立ちふさがっているフレッドの背後で、アイリスは怒りとも悲しみともつかない表情を浮かべている。いつもと同じくまっすぐ澄んだ彼女の瞳に、はたしてどんな感情が浮かんでいるのか確認するのが怖かった。

「マクファーレン様」

　静かな声で、今度ははっきりとアイリスがフレッドを呼んだ。途端、ロゼリアには一度たりとも向けたことのない優しい表情と甘い声音でフレッドはアイリスを振り返る。

「ああアイリス。もうそんな他人行儀な呼び方はよしてくれ、フレッドでいい。それより今日までさぞ恐ろしかっただろうね。もう何も心配しなくていいよ、彼女にはきちんと処罰を与えよう。この先二度と君に手出しなどさせないから安心して。それから……」

　人々の見守る中、フレッドは片膝を床につくと騎士が姫に忠誠を誓うようにアイリスを見上げ片手を差し出す。

「このような場になってしまったが、改めて君に伝えたい。俺は君を心の底から愛している。……どうか俺の求婚を受けてくれないか」

　フレッドの告白にアイリスは一瞬目を見開き、それからうっすら頬を染めた。唇に淡い微笑みを浮かべ、彼の差し出した手にそっと自らの手を伸ばす。

（……ああ、おとぎ話の一幕みたい。なんて綺麗な光景なのかしら）

　悪を断罪した王子の物語は姫との幸福な未来で幕を閉じるのが当然だ。祝福に包まれるラストシーンに、愚かな敵はもう必要ない。アイリスがフレッドの手を取る光景を見たくはなかったが、目を閉じることもできずぼんやりとそれを見つめる――しかし。

「っ!?」

　響いたのは祝福の拍手ではなく、平手で激しく頬を打つ音だった。淑やかな令嬢の見た目からは想像もできないほど重い打撃を与えられ、フレッドは驚愕に目を見開きながら尻餅をついた。おとぎ話のような光景は一瞬にして霧散し、修羅場の一幕へと変わる。自らの思い描いていた反応とはまるで異なっていたのか、赤くなり熱を持つ頬を押さえたまま立ち上がることのできないフレッドの唇はわずかに震えていた。

「ア……アイリス？」

「失礼、痛かったですか？　拳ではなく平手だった分まだ手加減したつもりだったのですけれど」

　にこやかな微笑みも穏やかな口調もいつもどおりの優雅さを保っていたが、目の前の男を見下ろすアイリスのまなざしは明らかに冷ややかだった。彼女は振り上げた手で口元を覆い、可笑しそうにくすくすと笑みを零す。表情こそ朗らかだがまとう雰囲気は怒りに満ちていた。

「それにしても、まあお粗末な計画を立ててくださったものですね。こんなやり方で本当に上手くいくとでも思っていたのですか？」

「な……何を」

「計画では、捕らえられた私を颯爽と助けにいらして周囲の尊敬と私の歓心を得、ついでに気に入らない婚約者も排除なさろうとされていたのでしょう？　さすがにそれは欲張りが過ぎるというものです」

「……っ！」

　周囲の視線が一気にロゼリアからフレッドへと移り、彼の顔がわずかに色をなくす。それでもまだ余裕は保てているのか笑みは浮かんだままだ。

「どうしてそんなわけの分からないことを言うんだい。ああそうか、あんな事件があったからまだ混乱しているんだね。大丈夫、じきに真実が――」

「真実？　それならお気遣いいただかなくても全部存じ上げています。マクファーレン様の計画のことも、私に嫌がらせをしていたのが以前あなたとお付き合いしていたご令嬢だということも。ええと、たしかそこの方で、名前は――」

　名指しされた令嬢は一気に顔を青ざめさせる。それは入学式の前日、寮の側でフレッドと抱き合っていたあの少女だった。

「別にあの程度の嫌がらせ、気にしてはいなかったのですよ？　本来ならわざわざ名前を言うつもりもなかった。でも目の前で誤った告発がなされても何も言わず私の大切な人に罪を擦なすり付けようとするから、つい口をついてしまいました」

　涼やかな声音はこの上なく優しいのに底冷えのする迫力がある。そのとき、外から数人のざわめきが聞こえ皆の注目がそちらに向かう。

「失礼します！　犯人を捕らえました！」

　よく響く声がそう告げ、後ろ手に縛られた二人の人影と数名の警備兵が現れた。それを見てフレッドが一瞬目を輝かせたものの、アイリスの言葉に再び表情を強ばらせる。

「ああよかった、これで皆が怯えなくて済みますね。……言っておきますが、彼らにはきちんと真実を話すようによく言い含めておきましたから、マクファーレン様が依頼したような話はしないと思いますよ。……ね、ちゃんと本当のことを教えてくださるんでしょう？」

　アイリスが視線を向けた途端、犯人たちは怯えたように肩を震わせこくこくと頷く。随分と過剰な反応のようにも見えるが、依頼されたとはいえ自分たちが捕らえてしまった令嬢に対する良心の呵責の現れだろうか。

「は、話します話しますっ！　お、俺たちにそこのお嬢様を少しの間捕まえておくよう依頼したのも、ここに侵入する手引きをしたのも、全てそこの――」

「言うなっ！」

　怯えた犯人たちの声をフレッドが慌てて遮る。その反応だけで真実は如実に伝わった。周囲のざわめきが一層大きくなり、人で溢れたロビーはますます収拾のつかない状態になってくる。だがそのとき感情のこもらない冷淡な声が響きその場の騒乱を鎮めた。

「静かに。そこまでだ、あとはこちらで話を聞く」

　フレッドの元にやってきたオスカーを見て、それまで生徒たちの熱狂に圧倒され傍観することしかできなかった教員たちもようやく場の収拾に動き出す。その光景に安堵したように微笑んだアイリスは、呆気に取られていたロゼリアに視線を向け柔らかく微笑んだ。

「〝あの言葉〟を引き出すまではと思って我慢していたけれど、そのせいで傷つけてしまってごめんなさい。それじゃあ、行きましょうか」

「え？　あ、ええと……行くってどこへ？」

　差し出された手を思わず取ってしまったものの、言葉の意図が分からず首を傾げる。だがそれには答えず、アイリスは座り込んだままのフレッドと彼が逃げないよう抑えているオスカーに笑顔を向けた。

「フレッド様、先ほどおっしゃっていたロゼリアとの婚約破棄の言葉はもちろん有効ですよね？　でしたら遠慮なく私がいただいてまいります。それとオスカー先生、私今回のことでとても疲れたので、今日は騒がしい寮ではなく自宅に戻らせていただきます。彼女も一緒に連れていきますのでご了承くださいね」

「えっ、わたしも？」

「は？　待ちなさい。本人が帰るのは許可するが、何故同行させる必要がある」

「だってこのままロゼリアだけを寮に残したら、周囲からの好奇に晒されて嫌な思いをするでしょう。でしたら一緒に来た方が安心です」

「それは……そうかもしれないが、しかし……」

「ああ、ちょうど頼んでいた馬車も来たようでし、あとのことはお任せします。それではごきげんよう」

　有無を言わさぬ声音と笑顔のアイリスに手を引かれ、流れるような動きで入り口付近にいつの間にかやってきていた馬車に乗せられる。ほんの数分の出来事にロビーには二人がいなくなったことにすら気付いていなかった者も多く、気付いていた者たちも唖然と見送るしかできなかった。






　馬車は夜の色に染まり始めた道を軽快に走り出した。二人だけの静かな空間で、繋いだままの手に視線をやってから隣に座る友人を見つめる。凛とした上品な横顔は先ほどの騒ぎなど既に忘れてしまったかのようだ。

「あの……アイリス。わたし、まだいまいち状況を掴めていなくて……」

「ああ、うん。大丈夫、きちんと説明してあげる」

（……？　何かしら、なんだかさっきまでのアイリスと少し違うような……）

　優しい態度も美しい微笑みも、いつもと変わらない彼女だ。そのはずなのにどこか違和感を覚えてしまうのは何故だろうか。

（声？　そう、声がなんだか少しだけ低いような……まるで……）

「……リアム様？」

　頭に浮かんだ名前がふと声に出てしまって、慌てて口をつぐむ。けれど怪訝な顔をするかと思った彼女はまっすぐこちらを見て少し黙り、それからゆったりとした微笑みを浮かべた。






「うん……それも、きちんと説明するよ」






　　　　　＊　＊　＊






　二人が去ったロビーはまだ多くのざわめきに包まれていた。これからのことを考えると面倒さに頭の痛む思いがしたが、それ以上に心からの爽快感を覚えてオスカーは思わず口角が上がってしまうのを感じた。慌てて咳払いを一つして冷淡さを取り戻し、まだ無様に座り込んでいるフレッドを見下ろす。

　彼は未だに混乱の最中にあるのか、血の気の引いた顔で寮の玄関を呆然と見つめている。いつもしっかりとセットされていた髪も今はひどく乱れ、なんとも情けない格好だ。

「そんな、嘘だ……。アイリスどうして……」

（アイリスねえ。そんな女、どこにもいないんだがな）

　きっと今ここにいる誰もが本当のことなど理解できていないだろう。オスカーも事前に計画を聞かされていなければ同じだったはずだ。

（本当にやったな、あの男）

　やると決めたら、絶対に成功させる性分なんです。春、そう言って微笑んだ彼の顔を思い出す。






　　　　　＊　＊　＊






　――その男に初めて会ったのは、およそ一年ほど前のことだった。

「フレッド・マクファーレンには婚約を解消してもらいます」

　リヴィングストン侯爵家子息、リアム・リヴィングストンは優雅な笑みを浮かべてそう言った。まるで今日の天気のことでも話すようなごくあっさりとした言い方に、カップを持ち上げかけていたオスカーの手が思わず止まる。

「……はあ？」

　数秒の沈黙の後、自分の口から無防備に出たのは礼儀も愛想もない怪訝な声だった。すぐに我に返り、年下とはいえ格上の貴族に対する返答ではなかったと後悔したが、相手は気にした様子もなく優雅な微笑みを浮かべたままだ。

（今なんと言った？　というかそもそも、どうして私はここで呑気に茶を飲んでいるんだ）

　目の前に座る相手から突然手紙が届き、一緒にお茶をと誘われたのが数日前。侯爵であるリヴィングストン家にとって、たかが地方子爵の息子である自分など歯牙にもかけない存在のはずなのにと当然訝しんだものの、目下の者から断るという選択肢はなくこうして誘われるままやってきた。初対面のはずの彼はまるで長年の友に対するように親しげな笑顔でオスカーを迎え上等の紅茶と茶菓子を振る舞い、そしてありふれた世間話の流れで先ほどの言葉を発したのだ。

「……失礼、今の言葉はいったいどういう……？」

「どうと言われても、そのままの意味ですよ。フレッド・マクファーレンにはあなたの妹君との婚約を破棄してもらいます」

「……」

　どうやら聞き間違いではなかったらしい。もっとも、だからといって彼がそんなことを言い出した理由までは分からないわけだが。

「で、ですが何故」

「理由はあなたも……いえ、むしろあなたのほうがよくご存じでしょう。あの男の、妹君を軽んじる手酷い扱い。そんな相手は彼女の婚約者に相応しくはありませんよ」

　その言葉に、一瞬状況も忘れ内心深く頷く。そう、あの男――マクファーレン家のバカ息子は、オスカーの命よりも大切な愛する妹をこれまで幾度も蔑みないがしろにしてきた。エインズワースの財力に救われた立場でありながら世間にはあたかも自分たちが嫁ぎ先のない哀れな令嬢をもらってやったのだという体を装って、そのたびに何の罪もない妹には嘲笑の目が向けられる。何度も見てきた妹の沈んだ表情を思い出し、怒りで握りしめた拳がぎりりと震える。

「それは……一言一句同意します。ですが、侯爵家の子息たるあなたが何故妹のことをそこまで気になさるんです？　ロゼリアとは会うどころか見たことすらないでしょうに」

「いえ、彼女が幼い頃からよく知っていますよ」

（幼い頃……？）

　そんなはずはない。自分が学園入学のために中央都市へ出てくるまでロゼリアとはいつも一緒だった。それに彼女はあまり屋敷を出ることはなかったから、もし会っているというならオスカー自身も知っているはずだ。怪訝な表情を浮かべたオスカーに、リアムは同性ですら思わず見惚れてしまいそうな笑顔を浮かべる。

「覚えていませんか？　三人で眺めた庭のアイリス、とても美しかったですね」

（アイリス？　庭？　三人でって……ん、んん？）

　ふと、目の前の微笑みに何かが重なった。線の細い、黒髪の可愛らしい少女――思い出した面影に古い記憶がよみがえる。

「……もしかして、子どもの頃に隣の屋敷にいた……っ？」

「ああ、思い出してくれましたか。よかった」

　見る人の視線を奪うその笑顔はたしかに間違いない。ロゼリアとはいつも一緒で、仲良く遊んでいた。だが……。

「私の記憶では、いたのはたしか少女だったと認識していますが……」

「その少女が僕です。あれは母の生まれた地方での魔除けの風習で、病弱だった僕を心配して幼い頃は女児として育てられていたので」

　リアムいわく、快癒し元の屋敷に戻ってからはまた男として育てられたらしい。そしてその数年後には見聞を広めるためにと近隣諸国へ外遊に行かされたのだそうだ。

「本当は出発前に一度でいいのでロゼリアに会いに行きたかったのですが、それも叶いませんでした。ただ、彼女が十五歳になる前には戻ってこられる予定だったので……正直油断していたんです」

「……」

　十五歳。この国の貴族子女は大体その年齢になってから婚約者を決め始める。つまり彼もこの国に戻ってきたら婚約を申し入れるつもりでいたのだろう。だが不運なことに、マクファーレン家がエインズワース家に援助を申し入れたのはロゼリアが十四歳になってまもなくの頃だった。

「……ですが、そちらは侯爵家でこちらはたかが子爵。もしも間に合っていたとして、どの道釣り合いはしないでしょう」

「それが何か？」

「何が、って……」

「僕は気にしませんし、両親も気にしていませんよ。母も異国の出身で元々爵位など関係のない人ですし、父はそういったことにはあまり興味がなくただただ面白いことが好きな人ですから。僕の計画を話したときも大笑いして背中を押してくれました」

　こともなげにそう言われて呆気に取られる。リヴィングストン卿は有力な侯爵家でありながら、その人となりはドがつくほどの変人だとこれまで多くの人間からきいてきたが、どうやらそれは嘘ではなかったらしい。

「……待ってください、計画とは？」

「ああ、まだお話してませんでしたね。もちろん、フレッド・マクファーレンに婚約を解消してもらうための計画ですよ」

　にこやかな笑顔のまま説明された彼の計画を聞いて、オスカーはますます呆気に取られることになった。あまりにも荒唐無稽な内容に頭が痛くなってくる。

「そんな馬鹿げ……いえ、大胆な計画を、本気で実行するつもりですか？　本当の本気で？」

「おや、自分ではなかなか良い計画だと思っているんですが。おかしいですか？」

「おかしいでしょう！　そんな、そんな……ご自身が女性のふりをしてあの男にハニートラップを仕掛けるなんて！」

　口にすると余計に頭痛がしてくる。こんなふざけた計画を、仮にも国政の一端を担う侯爵家の令息が行うなんて誰が想像するだろう。だがこめかみを押さえるオスカーにもリアムは相変わらず穏やかな笑みを浮かべたままだ。

「いやだな、そこまでは言っていませんよ。ちょっと彼の関心を惹くだけです。あの男のことですから、少し気のあるふりをしてあげればどうにかして婚約を解消させようと画策してくるでしょうから」

「だとしても、あなたが女性に化けることは変わらないわけですよね？」

「それはまあ。関係のない女性に協力してもらったとして、ことが済んだ後にその女性に迷惑が掛かってはいけませんから。その点、自分でやれば誰に迷惑がかかることはありませんし計画も進めやすいでしょう」

「いや、だからと言って……」

「それに、少しの間ですがあの男がちょっかいを出した女性たちを調べました。いつもほぼ同じタイプの令嬢のようですね。幸運なことに、僕はそのタイプによく合致している」

（それは……たしかに）

　腹立たしいながらもフレッドの女性遍歴を思い出す。あまり醜聞に関心を持たないオスカーの耳にも入るほどあの男の女性関係は辟易するほどに派手だ。その相手は決まって大人びて艶やかな色気のある美女で、可愛らしいタイプの令嬢はいない。つまり――ある意味ではこの上ない幸運だが――少し幼さの残る可憐な顔立ちのロゼリアはまるで彼の好みからは外れているのだ。

　それを踏まえた上で改めて目の前の相手を見やり、想像してみる。もし彼が女性の装いをして今のように同性の視線すら奪う微笑みを浮かべたら……あの好色男は間違いなくちょっかいを出してくるだろうという確信があった。

「で……ですが、いったいどこであいつと会うつもりで？　どこかのパーティーででも接近するおつもりですか」

「それも考えましたが、仕掛けるにはあまり時間が取れませんね。ですから、もっと近い距離で長時間過ごせる場所にしようかと。……それで今日はあなたをお茶にお誘いしたんですよ、オスカー先生？」

　ふと含みのある視線を向けられて、一瞬オスカーの背中に震えが走る。はたして、彼に自分が王立学園の教師であることを告げていただろうか。

「ま……まさか」

「そのまさか、ですよ。オスカー先生。大切な妹さんのため、あなたも協力してくれますよね？」

　優しい笑顔がさらに深くなる。だが先ほどまでとは違いその笑みがなんだかひどく恐ろしく思えて、オスカーは頭を抱え小さく呻いた。

　父親が背中を押してくれたというのは嘘ではなかったようで、それから数か月の間にリアムは自分の遠縁だというアイリス・オルブライトなる架空の少女の存在を作り上げた。学園に入学するための書類やら何やらはどうするつもりなのかと心配していたが、そこは侯爵家しかしらない伝手つてで上手いこと仕立てたらしい。オスカーには入学後に学園内でのサポートをお願いしたいとのことで直接的に準備に関わることはなかったが、こんな大それた計画の片棒を担がされることには少し憂鬱な思いもあった。しかし、まもなく婚約者が入学してくるというのにまるで心根を改めず学園内でも多くの女生徒たちに手を出すフレッドを見て、その思い以上に〝早くこの計画が成功して、この男と一切の縁が切れるといい〟という憎しみが勝った。






　――そうして、今年の春。

「……本当にいらしたんですね」

　入学式前、現れた新入生の少女を見てため息混じりに呟く。目の前で微笑むその人は、どう見てもただの美しい少女にしか見えなかった。顔立ちも見た目の印象も予想どおりあの男の好みのタイプだ。元の姿を知っているオスカーですら見惚れそうになるほどなのだから、あの女好きならきっと喜んで声をかけてくるだろう。

「オスカー先生、生徒相手にそんな話し方をしていたら怪しまれますよ。どうぞ他の生徒と同じように接してください」

　相手の元の身分を理解していながらのそれはなかなかやりづらいものがある。だが自分のせいで怪しまれてせっかくの計画が台無しになってしまうのは困るので、ため息混じりに従う。

「……分かった。それはそうと、入学するだけでよいのでは？　何故新入生代表なんて引き受けたんだ」

「ああ、これは不可抗力です。一応入学試験も他の生徒たちと同じように受けて、だいぶ力を抜いたんですが……いざ結果が出てみれば」

「トップの成績だった……と。はあ……まあ妥当と言えば妥当か」

　数年間各国を巡り、優秀な学者たちの元で様々なことを学んできた相手だ。ほぼこの国のことしか知らない他の貴族の子供たちとは知識も応用力も全てが違う。

「しかし、こんな計画……本当に上手くいくんだろうか」

「ふふ、心配性ですね。大丈夫ですよ、上手くいくのではなくいかせます。それに、私はやると決めたら絶対に成功させる性分なんです」

　にこやかな瞳に一瞬だけ強い光が走る。底知れない迫力を感じながらもやはり不安は尽きない。

「だが……」

「心配いりません、きっと上手くやりますよ。それに、まあ……万が一があったとしても、そのときは最終手段をとりますから」

「最終手段？」

「ええ。もしも失敗してしまったそのときは……ロゼリアを攫って駆け落ちします」

「なっ！」

「もしものときは、ですよ。大丈夫、そんな事態にはなりませんから」

　どうぞご心配なく。そう言って微笑んだ相手の顔は、なんとも優雅で自信に満ち溢れていた。






　　　　　＊　＊　＊






　そうして、その結果が今のこれだ。目の前の男があまりにも馬鹿すぎたのも大きいのだろうが、ともかく彼の思いどおりの結末になったということだろう。あとは愛する妹が彼を選ぶかだが――あのパーティーの後の様子を見る限り、少し腹立たしいがそちらも彼の願いどおりに落ち着きそうだ。それにしてもあの犯人たちの怯えよう……一体どんな方法で〝よく言い聞かせておいた〟のだろう。

（正直、彼は彼でどうなのかという気もするが……良くも悪くも一途ではある。それに、少なくともロージィをないがしろにして泣かせることはないだろう）

　自分の命よりも大切な妹を二度と泣かすことなく愛してくれるのならば、兄としてもうそれで充分だ。幼い頃から見続けてきた妹の笑顔を思い出しながら感慨に耽っていると、ようやく我に返ったらしいフレッドが何かを呟くのが聞こえた。

「違う……俺は騙されたんだ。そうだ、きっとアイリスもあの女に騙されたんだ」

「……フレッド・マクファーレン。立ちなさい、話は別の場所で聞く」

「それとも最初からグルで、俺のことをはめようとわざと……？」

「フレッド、フレッド・マクファーレン。話があるのならあとできちんと――」

「違う！　先生、本当です。俺は何もしていません、騙されたんだ！　あの悪魔に、ロゼリアに陥れられた！」

「……」

　喚くフレッドの言葉を信じる者などここにはもう誰もいない。現金なもので、ほんの少し前まであれほど尊敬の目を向けていた周囲のまなざしも冷えた嘲笑ばかりだった。それでもなお喚き続けるフレッドにオスカーは膝を突いて視線を合わせると、彼にしか聞こえないような小さな声で囁く。

「マクファーレン。貴様の口から二度と妹の名前を出すな」

「い、妹？　あ……っ」

「思い出したか？　まあ、ただでさえ興味のない婚約者だ、兄がいることなど覚えてもいなかったんだろう。それより、今回アイリス・オルブライトにした行為は犯罪だと先ほど自ら口にしていたな。たしかにその通りだ、そんな人間にはしっかりと罪を償ってもらわなければ。学園長にもこの話はしないといけない……さあ行くぞ」

　押し殺したオスカーの囁きに、フレッドの顔から血の気が引いていく。そんな彼の様子に鼻白みながら、オスカーは強くフレッドの腕を掴み立ち上がらせた。

















第四章












　すっかり空が夜の闇に沈んだ頃、馬車が到着したのは立派な邸宅の前だった。自室へと戻っていったアイリス――リアムと一旦別れ、メイドに豪華な客間へ案内される。落ち着かない気持ちでソファに腰を下ろし待っていると、やがてドアがノックされ見覚えのある人が入ってきた。先ほどまで長く艶やかな黒髪をなびかせ女子用の制服を着こなしていた人が、今はすっかり男性だ。

「待たせてごめん。今日はこの部屋を使って」

「……」

「ロゼリア？　どうしたの、大丈夫？」

「あ……はい。ごめんなさい、その……本当にアイリスとリアム様は同一人物だったんだなあと思って」

　屋敷に到着するまでに、馬車の中で大体の事情を聞いた。荒唐無稽な事実にとても驚きはしたが騙されたという気持ちは不思議となく、それよりもたかが自分のためだけに彼ほどの人がそこまでのことをしてくれたということへの喜びの方が大きかった。

　だが、そうと知ってしまうと近くにいるのがこれまで以上に照れくさく思える。隣に腰を下ろしたリアムから思わず距離を取ってしまい、視線が合わせられない。何を話したら良いか分からず黙っていると、静かに距離を詰められた。近くなった温もりにパーティーの夜を思い出して一層頬が熱くなる。しばらくそのまま見つめられた後、リアムがふと息を吐いた。

「……ロゼリア。ひとつとても大事なことを確認しておきたかったんだけれど、聞いてもいい？」

「え？　は、はい。なんでしょう」

「君とフレッド・マクファーレンとの婚約はさっき白紙に戻されたよね。それからすぐにこんなことを聞くのは少し気が引けるけど……新たな婚約の申し出を受け入れてくれる気はある？」

「……っ」

　どっ、と鼓動の音が激しく耳の奥で鳴り、全身が熱を持って震えた。膝の上で強張った手に彼の大きな手が重なりぎゅっと握られる。それに促されるようにおずおずと見つめ返せば、真剣なまなざしのリアムと視線が合った。

「僕は、君に婚約を申し込みたい。これまでもこれからも、一生大切にロゼリアだけを愛し続けると誓うから、どうか――受けてもらえませんか？」

「リアム様……」

　誰かからの愛情に満ちたそんな言葉、自分には生涯縁のないものだと思っていた。死ぬまで周囲から厭われ続け、一人きりで人生を終えるのだと思っていた。信じられない思いで彼を見つめ続けていると、やがて無意識に涙が零れ出てしまった。潤んだ視界の先でリアムが少し慌てるのが見えて、それから柔らかな唇が近づき濡れている目元に触れた。

「正直、君に嫌われてはいないと自惚れているんだ。だからこの涙は……了承だと解釈していいのかな」

　彼と自分とでは何もかもが釣り合わないと分かっているし、自分と共にいればリアム自身にも周囲の好奇が向いて迷惑をかけてしまうかもしれない。けれど不安で告げてしまったそんな心配にも、彼は全て笑うだけだった。

「そんなことを気にするなら最初からこんなことを言ったりしないよ。でももしも君がそれに耐えきれないというなら、この国を出て世界の果てまで逃げてあげる。そのくらい、僕はもう君を離したくないんだ」

　囁かれた言葉の蜜のような甘さに、それ以上何も考えられなくなる。無意識に頷いてしまったロゼリアに微笑み、リアムの唇がそっとロゼリアの赤く染まった耳に触れた。

「ん……っ」

　ぴくりと体が震えたものの嫌ではなく、抗うつもりはなかった。その感触は耳だけでなく髪、頬、首筋にも触れていく。

「……っ、ぁ……」

　思わず声の漏れてしまった唇を熱い指先でなぞられる。無意識に開いたそこを彼の唇が塞いだ。この前は重なることのなかった唇が続けて二度、三度と重なり回数を重ねるごとに角度も深くなっていく。キス自体これが初めてだったのに、気持ちを整える間もなく深く奪われてしまって体からすっかり力が抜けてしまう。けれどその感覚すらも心地よくて、慣れないながらも口内で動く舌に応えていく。

「……はぁ……っ」

　しばらく唇を交わした後、くたりとした体を抱き寄せられ耳元に熱い吐息が触れる。

「ごめん、つい我慢できなくて……。ようやく思いが伝えられたのが嬉しくて浮かれてるのかもしれない。本当はもっと君に触れたい、でも……」

　リアムの深い呼吸が聞こえ、抱きしめられている手にもわずかに力が籠められる。

「無理矢理なことはしたくない。君がこれ以上はまだ嫌だというなら今夜はもう出ていくから……だから教えて」

（わたしは……）

　ぼんやりとした頭は上手く思考を巡らせられない。それでも、自分が彼と離れたくないのは分かった。このままもっと温もりに包まれていたくて、少し迷った後そっとリアムの背中に手を回した。ぎゅっと抱きつき言葉の代わりに返事を伝える。すると耳元で小さく息を飲む音が聞こえた。






　力の入らない体を抱き上げられ、ベッドの上に横たえられる。広く大きなベッドは二人の重さを受けてわずかに軋んだ音を立てた。自分の上に覆い被さるリアムの視線は先ほどよりも暗い欲情の色を帯びていて、その目に見つめられるだけでさらに体温が上がる。

　下りてきた薄い唇は再びロゼリアのそれを深く塞ぎ、先ほどよりも遠慮のない動きで口内を貪っていく。それと同時に手のひらの柔らかな動きで服の上からそっと体の線をなぞられ、これまであまり感じたことのないぞわぞわとした感覚が全身に走った。

「ん……ぁ、んん……っ」

　無意識に零れた声は自分でも驚くほどに情けなくとろけていて、羞恥に顔が熱くなる。けれどこちらを見つめるリアムの表情はどこか嬉しそうで、呆れているようには見えなかった。

「抑えないで、もっと聞かせて」

「ふぁ……あ……っ」

　首筋にもキスの雨を降らされながら与えられる穏やかな愛撫に身を震わせる。けれど彼の手が自分の服の留め具に触れたとき、はっと我に返ってリアムの胸を押した。途端、少し不安そうな青い瞳がこちらを見つめてくる。

「どうしたの……怖い？」

「そ、そうじゃないんです……あの、誰かに脱がされるのは恥ずかしくて。だから自分で……自分でさせてください」

　パーティーのときのような本格的なドレスならまだしも、今自分が着ているものはただの普段用のドレスで人の手を借りるほどの難解なものではない。それに、異性の――しかも心を通わせた人に脱がせてもらうのはなんだか無性に気恥ずかしい。ともかく、今の行為自体を嫌がっているわけではないことは伝わったのか、わずかな安堵のため息と共にリアムが小さく微笑み体を起こした。

「そういうことか……うん、それなら君の好きなようにしていいよ」

　彼に支えてもらいながら起き上がり、一旦背を向けてからドレスに手を掛ける。

「め、目を瞑っていてください。わたしがいいと言うまで開けたらだめですよ？」

「どちらにしてもあとで見ることになると思うんだけど……でも、君がそう言うなら約束する」

　背後で空気に溶けるような声が小さく笑うのが聞こえる。緊張に震える指で身に着けているものを一枚一枚脱いでいきながら時折ちらりと後ろに視線を向けると、彼はきちんと約束を守ってくれていた。そうしてようやく全てのものを脱ぎ生まれたままの姿になったが、もう目を開いていいという言葉はなかなか口から出てくれなかった。

「……ロゼリア？　そろそろ目を開けてもいい……？」

　衣擦れの音がなくなったことに気付いたのだろう、目を閉じたままのリアムにそう尋ねられる。返事をしないわけにはいかず「はい」とかすかに答えたものの、振り向くのは恥ずかしくて背中を向け体を縮めたままだった。

「……」

　しばしの沈黙の後、近づいてきた温もりに背後から抱きしめられた。リアムはロゼリアの片手に自らの手のひらを重ね、指を絡ませる。それからその手を口元まで運ぶと小さな音を立てて口づけた。

「顔だけじゃなくて体全体が赤くなってる。……恥ずかしい？」

「……だって……こんな風に男性に体を見られるのは初めてなんです。それに、もし何か人とは違っていてあなたに呆れられたら……あっ」

　歯切れの悪い言葉は、首筋に感じた唇の感触と一瞬の鈍い痛みに途切れた。このわずかな痛みには覚えがある。パーティーの晩に赤い跡がついていて、まるで虫に刺されたような――けれど続いて痛みが走った部分に濡れた熱いものが触れるのを感じ、それが虫刺されではなかったことを今更ながらに理解した。

「そんな心配をしていたの？　本当に可愛い……大丈夫、君はとても綺麗だよ。どこもかしこも綺麗で可愛くて――全てに触れたくなる」

「きゃ……っ！」






　指を絡めている方とは反対の手で、リアムはそっとロゼリアの乳房に触れる。優しく全体を包み込むように揉まれた後、先端を指先で軽く摘ままれ弱い稲妻が走るような痺れが全身に伝わった。
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「や……、ぁ……あぁ……っ」

　その手の動きを止めようと咄嗟に空いている手でリアムの腕を掴んだものの、続く愛撫に力が抜けまるで縋りつくような形になってしまう。熱い指先が沈んだ白い膨らみは弾力を示すかのように指を押し返す。絶妙な大きさと張りを持ったそれの感触が心地いいのか、遠慮がちだった触れ方も少しずつ大胆になっていく。

「あ、ぁ……んんっ、リアム、様……っ」

「こんな風に触られるのが好き？　それとも……こう？」

「ああ……っ。はぁ……んっ、分からな……あぁっ」

　芯を持って勃ち上がった胸の先をこすられ、甘えるような声がいくつも漏れてしまう。耳元で聞こえるリアムの吐息混じりの声も少しずつ荒く乱れたものに変わっていて、艶やかなその声にぞくぞくと肌が粟立った。

「は……リアム、さ……あ、んんっ」

　横を向いて彼を見つめようとしたが、その前に唇を捉えられ塞がれる。舌を絡めながら乳房を撫でられ、下腹部に甘い疼きが走った。……体の奥から何かが少し漏れたような気がする。

　夢中でキスを交わしているうちに、体は再びベッドに押し倒された。つかの間離れた唇の合間でわずかに余裕のなさそうな呼吸が聞こえ、熱を持った手が胸から腹部を辿り太ももに触れる。

「あ……っ」

　白く滑らかなそこをしなやかな指が足の付け根に向かってゆっくりと滑る。まもなくその指が到達しようとしているのは先ほど何かが溢れたような気がした場所で、ロゼリアは思わず足を閉じる。

「待って……そこはだめです。さっきなんだか変な感じがして……だから」

「変？　……どんな風に？」

　そう訊ねた声は少し掠れていて、普段の彼のものよりも低い。その声を聞いた途端、また体の奥に疼きが生まれる。

「どんな……って、それは……」

　説明するのも恥ずかしい気がして、目を逸らして唇を軽く噛む。するとリアムは艶やかに微笑み小さく頷いた。

「分からない？　じゃあ直接確かめてみようか」

「や、ぁう……っ！」

　懸命に閉じていた足をいとも簡単に広げられて、リアムの指が足の付け根の中心に触れる。まだ誰にも触れられたことのない秘裂は指先で軽く上下にこすられると粘着性のある濡れた音を響かせた。

「あ、あ……っ！　や、なに……」

「こうなったのは初めて？」

　指を動かしながらの問いにこくこくと頷く。たしかに自分の体のはずなのに、自分では制御も理解もできない反応が起こっている――それが無性に怖かった。

「どうして？　こんな、こんなの知らない……怖い……」

「大丈夫、怖がらないで。これは体がちゃんと快感を受けている証しだから。……少し待って」

　そう言うとリアムはポケットを探り何かを取り出す。取り出された小さな小瓶の中にはとろりとした液体が見えた。それの蓋を開けリアムが自分の手に馴染ませると、花のような強く甘い香りがした。濡れた指が再び秘裂に触れ、そこに隠れた小さな芯を持つ蕾を刺激する。

「これは痛くない？　なら、こっちは……」

「ひぁ……っ！」

　今度は、雫を溢れさせている内部の入り口に少しずつ指が埋め込まれるのを感じた。すっかり潤んでいるからか、とろけたそこはあまり抵抗なく入り込んだものを飲み込んでいく。やがて根元まで沈んだそれで狭い膣壁をこすり中を探るように緩やかに出し入れされると、濡れた水の音がより大きく室内に響いた。圧迫感はあるが、それほど痛みを感じない。鼻先を掠める甘い香りに酩酊にも似た感覚を覚えているから先ほどの液体の効果なのかもしれない。むしろもっと奥まで探ってほしくて、無意識に指に内部が絡みついた。

「……っん……」

　リアムの押し殺した声がわずかに聞こえ、指の動きも段々と速くなっていく。背中を走る震えに思わず体が弓なりにしなり、ふるりと揺れた胸の先端を熱い舌先で舐られた。上下両方から与えられる刺激は何もかも初めての体には圧倒的で、無意識に両手でシーツを握りしめていた。

　いつの間にか指の数が増やされ、狭いそこが広げられていく。けれど指だけでは最奥までは届かず、本能的に物足りなさを感じてしまった。

「あ、あ……も、っと……奥、も……触って……」

　快楽に溺れている頭では普段のような思考が出来ず、いつもなら恥ずかしくて絶対に口に出来ない言葉も考えるより先に口から零れてしまう。ロゼリアの懇願を聞いた瞬間、リアムは一瞬硬直したように固まり、それから一気に指を引き抜いた。

「んん……っ」

　突然なくなってしまった圧迫感が名残惜しくて、思わず腰が揺れる。息を乱すロゼリアを見つめたリアムは切なげに眉を寄せ、熱いため息を吐きだした。

「あまり煽らないで……加減が出来なくなる」

「あ……」

　視線を下げた先で、ふと彼の洋服を押し上げるものの存在を認め頬が熱くなった。性についてそこまで多くの知識を持っているわけではないが、男性は興奮を覚えたときにその部分が反応を示すと知っている。ということは……彼も今、自分と同じような気持ちでいてくれているのだろうか。

「優しくしたいのに、出来なくなりそうだ……君を傷つけたくない」

「リアム様は……いつでも優しいです。アイリスのときだっていつも……。だから大丈夫です。それにわたしは……あなたになら傷つけられても構いません」

　震える手を伸ばし、薄赤く染まった彼の頬に触れる。リアムはロゼリアの手を取って柔らかな手のひらに軽くキスを落とすと、小さく頷いた。

「……ありがとう。じゃあ……準備をするから少しだけ待って」

　準備がどんなものかは分からなかったけれど、気恥ずかしげな彼の表情を見てなんとなく視線を横に逸らしておく。一旦離れた温もりは数分もしないうちに戻ってきて、先ほど指が埋められていた場所に熱く固いものが押し当てられた。とん、とんとノックするような動作の後、きつい入り口を大きく開かれる感覚に襲われる。

「あっ、あ、あ……ああぁ……っ！」

「痛い？　ごめん、ゆっくり進むから……」

　無意識に体が強張ってしまったが、薄く汗をかいた額にキスを落とされて少しだけ力が抜けた。彼が入ってくるのを助けるように、大きく息を吐いて気持ちを落ち着かせる。先端の一番深い部分が沈んだ後は比較的スムーズに進んでいき、とろけた秘所は熱い昂ぶりを飲み込んでいく。そうして時間をかけてついに蜜壺全体がリアムの熱で埋められたとき、ロゼリアはほっと息をついた。
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「大丈夫……？」

「は、い……。平気、です」

　心配そうな問いかけに微笑みながら答えると、リアムも安堵した様子で表情を緩ませる。唇が軽く触れ合い、繋がった部分の抽挿が緩やかに始まる。最初は反応と痛みがないかを探るように細かく穏やかな動きだったが、もう少し激しくしても大丈夫だと分かると挿し入れられる深さも速さも大胆さを増した。

「あっあ、やっん……ああっ！」

　ぶつかり合う肌のリズムが速度を増すたび、繋がった部分から聞こえる水音も大きく激しいものへと変わっていく。指では届かなかった最奥も何度も深く突き入れられて、与えられる目のくらむような快感以外何も考えられなくなる。

「はぁっ、あ……っロゼリア……っ」

　切羽詰まった声に名前を呼ばれ、そのまま深く口づけられる。吐息も喘ぎもすべて奪おうとするかのように深く重ねられたそのキスに、体の奥の疼きが一際強くなった。きゅう、と中が収縮し目の前が真っ白になる。同時にリアムも合わせた唇の合間でわずかに呻き、ロゼリアの体の中で彼が達するのを感じた。絶頂の余韻に浸りながらキスを交わし続け、ようやく落ち着いたところで唇を離すと混ざり合った唾液が糸のように繋がり唇を濡らした。

「は……ロゼリア……愛してる……」

　形の良い唇がそう囁き、ロゼリアの頬にキスを落とす。柔らかなその温もりに微笑み、ロゼリアは幸福感に包まれながら小さく「私もです」と答えた。

















エピローグ












　麗らかな春の光が青銅の門を柔らかく照らす。入学のときには威圧感がありどこか恐ろしくも感じたものだが、卒業を迎えた今となっては慣れたものだ。多くの馬車が通っていくその横で、ロゼリアは少しの荷物だけを持って立っていた。他の荷物と幼い頃から尽くしてくれている忠実なメイドは一足先にもう故郷の屋敷へと帰っていった。たった一人ここに残っているのは、迎えに来てくれる待ち人を待つためである。

（入学した頃は二年なんて長いと思ったけど、いざ過ごしてみると思ったよりも短かったわね。……色々なことがあったからかしら）

　一年目のホリデー後に起きた騒動の後、その騒動の火種となったかつての婚約者は静かに学園を追われた。彼の醜聞は貴族の間でも広く知れ渡り、激怒した両親に縁を切られどこぞに厄介払いをされたという噂もあったが、しばらくゴシップのネタとして弄ばれた後はもう誰もそこまで興味を持っていなかった。

　その彼の迷惑な行動の被害を受けた美貌の友人は「学園に迷惑をかけてしまったから」と、数多の生徒達に引き留められながらも学園をやめた。なんでもその後は他国へ外遊に行っただとかどこぞの国の王族に乞われ嫁いでいっただとか様々な噂が飛び交ったものの、やはりこちらも詳細は誰も知らなかった――真実を知っているのは兄や自分も含め、ごくわずかの数人のみだ。

　そうして騒動の渦中にいたもう一人――周囲から厭われていた呪いの瞳を持つ娘はといえば、あの騒動の後から少しずつだが周囲の態度が変わり、わずかながらも声をかけ挨拶を交わしてくれる人が現れるようになっていた。それはあの騒動に同情してのことなのかはたまた美貌の友人の特別な存在であると認識されたからなのか分からないが、ともかく以前のような冷たい視線ばかりに苛まれることはなくなったのだった。

　もっとも、たとえこれまでどおりであったとしてももうそれほどは辛いとは思わなかった。自分を心から愛してくれる人がいて、休日のたびに彼の元を訪れていたのだから。そうしてずっと待ち望んでいたこの日を迎え、これからはようやく片時も離れることなく共にいられる。

「ロゼリア」

　遠くから聞こえてきた声に、胸を弾ませ視線を向ける。そこには誰よりも愛おしい相手が笑顔で手を振っていた。柔らかい陽光の下に見るリアムの姿はまるで夢の中の光景のように美しかったが、これは全て幸福な現実だ。もう夢に憧れることはない――ロゼリアはいちばんの笑顔を浮かべ彼の胸へ飛び込んでいった。







ｅｎｄ










著者紹介




桜庭　えみり（さくらば・えみり）


基本的にハッピーエンド好きの小説書き兼シナリオライター。

嫉妬系男子が性癖で、ヤンデレも好き。








Copyright © 2022 Sakuraba Emily All rights reserved.






著作権上、本作品の一部、あるいは全部を無断で複製、転載、配信、送信することは禁止されています。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止されています。







※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。






item/navigation-documents.xhtml




Navigation







		表紙



		第一章



		第二章



		第三章



		第四章



		エピローグ























Guide





		表紙



		目次



		本編















item/image/cover.jpg
R\

illustration

g
N
e

A

1%






item/image/002.jpg





item/image/001.jpg





item/image/003.jpg





